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一
般
質
問 

　
本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

１
人
の
方
か
ら
次
の
２
項
目
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
、
町
長
・
教

育
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ

ま
し
た
。 

質
問
者
及
び
内
容
 

☆
西
村
良
子
議
員 

○
宇
田
小
学
校
の
統
合
等
に
向
け

　
た
対
応
に
つ
い
て 

○
学
校
給
食
か
ら
生
き
た
食
育
指

　
導
に
つ
い
て 

※
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

　
議
会
だ
よ
り
（
Ｐ
４
）
に
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。 

専
決
処
分
の
報
告
（
阿
武
町
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
） 

　
こ
れ
は
、
地
方
税
法
な
ど
の
一

部
改
正
が
平
成
２０
年
４
月
３０
日
に

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
日

付
け
で
町
税
条
例
の
一
部
改
正
を

す
る
必
要
が
生
じ
、
専
決
処
分
を

し
た
も
の
で
、
主
に
公
益
法
人
制

度
改
革
に
対
応
し
た
法
人
住
民
税

の
所
要
の
措
置
や
省
エ
ネ
改
修
工

事
を
行
っ
た
場
合
の
固
定
資
産
税

の
減
額
措
置
な
ど
で
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
報
告
（
阿
武
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）
 

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
が
平

成
２０
年
４
月
３０
日
に
公
布
、
同
日

施
行
さ
れ
た
た
め
、
及
び
平
成
２０

年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
の
第

１
期
の
納
期
が
６
月
１
日
か
ら
始

ま
り
、
５
月
３１
日
付
け
で
税
率
を

定
め
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
報
告（
阿
武
町
手
数

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
） 

　
戸
籍
の
公
開
制
度
の
見
直
し
に

よ
る
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の

標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正

が
平
成
２０
年
５
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
た
め
、
同
日
付
け
で
阿
武

町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
す
る

必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

阿
武
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
 

　
葬
祭
費
の
併
給
禁
止
規
定
の
追 

加
、
並
び
に
特
定
検
診
導
入
に
伴

う
条
例
の
一
部
改
正
で
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

阿
武
町
一
般
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

　
宇
田
郷
地
区
の
教
員
住
宅
４
戸

の
内
、
２
戸
を
一
般
住
宅
に
移
管

す
る
こ
と
に
伴
う
阿
武
町
一
般
住 

宅
条
例
へ
の
追
加
案
件
で
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

阿
武
町
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例 

　
宇
田
郷
地
区
の
教
員
住
宅
４
戸

の
内
、
２
戸
を
一
般
住
宅
に
移
管

す
る
こ
と
に
伴
う
使
用
料
条
例
か

ら
削
除
す
る
案
件
で
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

阿
武
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例 

　
維
持
管
理
事
務
の
簡
素
化
を
図

る
た
め
、
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
７
つ

独
立
し
て
い
る
簡
易
水
道
事
業
給

水
条
例
を
一
本
化
す
る
た
め
の
条

例
の
制
定
で
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

建
物
の
取
得
に
つ
い
て 

　
町
道
汐
入
野
地
線
道
路
新
設
事

業
用
地
及
び
公
共
施
設
用
地
の
取

得
に
伴
う
用
地
内
の
建
物
の
取
得

に
つ
い
て
で
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

阿
武
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

　
阿
武
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
う
提
案
が
さ 

れ
、
竹
内
英
人
さ
ん
（
６４
歳
・
宇

田
地
）
の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、任
期
は
３
年
間
で
す
。 

            

平
成
２０
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
回
） 

　
今
回
の
補
正
額
は
、
１
０
７
４

万
９
０
０
０
円
の
減
額
で
、
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

２７
億
６
１
２
５
万
１
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。 

　
今
回
の
補
正
の
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

　
総
務
費
は
、
福
賀
の
開
発
セ
ン

タ
ー
の
屋
根
の
腐
食
補
修
工
事

の
追
加
で
２３
万
１
０
０
０
円
の
増

額
、
人
事
異
動
な
ど
に
伴
う
給

料
や
諸
手
当
、
並
び
に
負
担
率
や

単
価
改
正
に
よ
る
共
済
費
な
ど
の

人
件
費
関
係
の
調
整
で
９
０
０
万

７
０
０
０
円
を
減
額
し
、
差
引
合

計
で
８
７
５
万
円
の
減
額
で
す
。 

　
民
生
費
は
、
人
件
費
の
調
整
関

係
で
６
７
１
万
７
０
０
０
円
、
国

保
事
業
勘
定
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
１
４
２
万
４
０
０
０
円
、
介
護 

一般会計1,074万円を減額 
予算総額は27億6,125万円に 
一般会計1,074万円を減額 
予算総額は27億6,125万円に 

　
平
成
２０
年
第
２
回
議
会
定
例
会
が
、
６
月
２４
日
か
ら
２７
日
ま
で
の

会
期
４
日
間
で
開
か
れ
、
提
出
議
案
１４
件
、
同
意
１
件
、
所
管
事
務

調
査
１
件
、
そ
し
て
全
員
協
議
会
で
の
報
告
２
件
が
い
ず
れ
も
慎
重

に
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

町道汐入野地線 
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保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

２３
万
７
０
０
０
円
、
管
外
保
育
委

託
料
１
８
０
万
８
０
０
０
円
を
新

規
計
上
し
、
こ
れ
ら
な
ど
の
合
計

で
１
０
２
０
万
３
０
０
０
円
の
増

額
で
す
。 

　
衛
生
費
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
２２
万
４
０
０
０
円
を
増
額
、

人
件
費
の
調
整
関
係
で
４
９
２
万

８
０
０
０
円
減
額
、
国
保
事
業
直

診
勘
定
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
２

９
２
万
５
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ

減
額
し
、
差
引
合
計
で
７
６
２
万

９
０
０
０
円
の
減
額
で
す
。 

　
農
林
水
産
業
費
で
は
、
奈
古
漁

港
の
旧
防
波
堤
に
転
落
者
の
救
助

用
の
タ
ラ
ッ
プ
を
設
置
す
る
た
め

の
経
費
、及
び
山
口
県
総
合
防
災

訓
練
に
使
用
す
る
奈
古
漁
港
埋

立
地
の
用
地
整
地
費
合
わ
せ
て

９６
万
円
を
増
額
、
人
件
費
の
調
整

関
係
で
４
６
４
万
２
０
０
０
円
を

減
額
し
、
差
引
合
計
で
３
６
８
万

２
０
０
０
円
の
減
額
で
す
。 

　
商
工
費
で
は
、
道
の
駅
再
生
ビ

ジ
ョ
ン
施
設
整
備
計
画
策
定
業
務

検
討
委
員
の
報
償
費
、
人
件
費
の

調
整
な
ど
で
１４
万
５
０
０
０
円
の

増
額
、
合
計
で
１５
万
２
０
０
０
円

の
増
額
で
す
。 

　
土
木
費
は
、
宇
田
教
員
住
宅
を

一
般
住
宅
に
移
管
し
、
貸
し
付
け

る
た
め
の
内
装
な
ど
の
改
修
費
と

し
て
６３
万
１
０
０
０
円
の
増
額
で

す
。 

           

　
教
育
費
で
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー

の
電
話
設
備
が
落
雷
に
よ
り
破
損

し
た
こ
と
に
伴
う
修
繕
工
事
費
で

５２
万
５
０
０
０
円
を
新
規
計
上
。

人
件
費
の
調
整
な
ど
で
２
１
８
万

７
０
０
０
円
を
減
額
、
差
引
合
計

で
１
６
６
万
２
０
０
０
円
の
減
額

で
す
。 

　
歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
で
町

道
汐
入
野
地
線
に
係
る
地
方
道
路

整
備
臨
時
交
付
金
関
係
の
交
付
率

が
５５
％
か
ら
６５
％
に
嵩
上
げ
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
２
５
０
０
万
円
を

増
額
な
ど
２
５
７
５
万
６
０
０
０

円
の
増
額
で
す
。 

　
繰
越
金
で
は
、
今
回
の
補
正
に

係
る
財
源
調
整
と
し
て
２
６
１
６

万
５
０
０
０
円
の
減
額
で
す
。 

　
諸
収
入
で
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー

の
電
話
設
備
の
落
雷
に
よ
る
破
損

に
係
る
全
国
自
治
協
会
町
有
建
物

災
害
共
済
保
険
共
済
金
５２
万
５
０

０
０
円
を
新
規
計
上
。 

　
町
債
で
は
、
町
道
岩
坪
八
保
線

の
起
債
充
当
率
の
増
に
よ
る
３
１

０
万
円
を
増
額
、
町
道
汐
入
野
地

線
に
係
る
地
方
道
路
整
備
臨
時
交

付
金
の
交
付
率
の
嵩
上
げ
に
伴
う

起
債
額
を
１
４
８
０
万
円
減
額

し
、
差
引
合
計
で
１
１
７
０
万
円

の
減
額
で
す
。 

５
つ
の
特
別
会
計
を
補
正 

■
平
成
２０
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
回
）
は
、
人

件
費
な
ど
の
調
整
で
１
４
２
万
４

０
０
０
円
の
増
額
、
ま
た
、
療
養

給
付
費
負
担
金
な
ど
額
の
変
更
に

伴
い
後
期
高
齢
者
支
援
金
を
４
５

８
万
６
０
０
０
円
、
前
期
高
齢
者

納
付
金
を
７
万
４
０
０
０
円
、
更

に
、
平
成
１８
年
度
老
人
医
療
費
の

確
定
に
伴
う
精
算
分
と
し
て
老
人

保
健
医
療
費
拠
出
金
を
１
０
０
５

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
、
ま
た
、

特
定
検
診
に
係
る
専
用
回
線
使
用

料
６
万
５
０
０
０
円
を
新
規
計
上

し
、
こ
れ
ら
の
合
計
で
１
６
１
９

万
９
０
０
０
円
の
増
額
で
す
。 

■
平
成
２０
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
回
）
は
、
人

事
異
動
に
伴
う
人
件
費
関
係
の
調

整
で
２
９
２
万
５
０
０
０
円
の
減

額
で
す
。 

■
平
成
２０
年
度
阿
武
町
老
人
保
健

医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）
は
、
平
成
１９
年
度
の

精
算
な
ど
に
伴
う
国
、
県
の
負
担

金
の
返
還
金
１
２
５
１
万
５
０
０

０
円
を
増
額
し
、こ
れ
ら
の
合
計

で
１
２
６
２
万
１
０
０
０
円
の
増

額
で
す
。 

■
平
成
２０
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

回
）
は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
関
係
の
調
整
で
、
２３
万
７
０
０

０
円
の
増
額
で
す
。 

■
平
成
２０
年
度
阿
武
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

回
）
は
、
木
与
簡
水
の
宇
久
水
源

地
並
び
に
配
水
池
の
滅
菌
器
の
修

理
や
流
量
計
の
取
り
替
え
に
伴
う

経
費
８３
万
円
の
増
額
で
す
。 

平
成
１９
年
度
阿
武
町
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て 

　
こ
れ
は
、
去
る
３
月
議
会
定
例

会
で
議
決
さ
れ
た
繰
越
明
許
費
に

つ
い
て
、
地
方
自
治
法
施
行
令
の

規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

　
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
次
の
１

件
の
概
要
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
名
（
請
負
金
額
・
請
負
業
者

名
） 

◆
平
成
２０
年
度
町
道
汐
入
野
地
線

高
架
橋
上
部
工
詳
細
設
計
業
務
委

託
（
８
４
０
万
円
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
） 

町道汐入野地線高架橋上部詳細設計に着手 

平成２０年第２回議会定例会   ６月２４日～２７日 

町道汐入野地線高架橋上部詳細設計に着手 

平成２０年第２回議会定例会   ６月２４日～２７日 

宇田教員住宅２戸を一般住宅に移管 



問
　
食
の
安
心
・
安
全
が
大

き
く
揺
ら
い
で
い
る
中
で
、

阿
武
町
の
学
校
給
食
の
外
国

産
食
材
の
依
存
状
況
、
地
域

内
食
材
の
利
用
状
況
は
？
 

教
育
長
 
外
国
産
食
材
の
利

用
は
、
９
品
目
（
イ
カ
、
エ

ビ
、グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
な
ど
）

で
全
体
の
４
・
６
％
。
ま
た
、

地
域
内
食
材
の
利
用
は
、米
、

豆
腐
、
野
菜
な
ど
３４
品
目
で

全
体
の
２３
％
。 

問
 
米
飯
給
食
の
現
状
と
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。
 

教
育
長
 
現
在
、
米
飯
は
週

３
回
で
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩

米
を
使
用
し
て
い
る
。
今
後

は
、
阿
武
町
米
も
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
。
 

問
　
学
校
給
食
に
つ
な
が
る
 

体
験
学
習
や
学
び
の
場
と
し

て
の
指
導
の
状
況
は
。
 

教
育
長
　
食
育
指
導
と
し
て

は
、
全
体
計
画
の
中
で
、
町

内
３
地
区
で
田
植
や
稲
刈
な

ど
の
体
験
学
習
や
学
校
農
園

で
の
野
菜
栽
培
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
学
校
給
食
に

即
つ
な
が
る
食
育
指
導
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後

魚
介
類
も
利
用
し
た
い
が
、

給
食
施
設
や
食
材
の
受
け
皿

と
な
る
組
織
な
ど
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
、
関
係
者

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
 

◆
議
案
 

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
 

（
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
）
 

問
　
国
民
健
康
保
険
が
、
今

回
の
改
正
に
よ
っ
て
医
療

分
、
支
援
金
分
、
介
護
分
の

３
つ
に
分
け
て
あ
る
が
、
そ

の
う
ち
支
援
金
分
に
つ
い
て

は
、
後
期
高
齢
者
の
支
援
分

と
な
る
か
。
 

答
　
後
期
高
齢
者
の
医
療
費

を
補
填
す
る
た
め
創
設
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
創
設
に
伴
う
減

額
基
準
額
は
平
等
割
額
の
７

割
軽
減
世
帯
１
万
１
５
６
０

円
、
５
割
軽
減
世
帯
１
万
２

０
０
円
、
２
割
軽
減
世
帯
８

１
６
０
円
で
あ
り
、
今
回
特

に
変
わ
っ
た
も
の
に
単
身
世

帯
の
平
等
割
６
８
０
０
円
が

あ
り
軽
減
が
か
か
ら
な
い
。

ま
た
支
援
金
分
に
つ
い
て

は
、
減
額
基
準
額
は
平
等
割

額
の
７
割
軽
減
世
帯
は
２
０

４
０
円
、
５
割
軽
減
世
帯
は

１
８
０
０
円
、
２
割
軽
減
世

帯
は
１
４
４
０
円
。
単
身
世

帯
の
平
等
割
１
２
０
０
円
で

あ
り
、
介
護
分
に
つ
い
て
は

例
年
ど
お
り
変
わ
っ
て
い
な

い
。
 

阿
武
町
一
般
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

問
　
宇
田
郷
地
区
の
教
員
住

宅
２
戸
が
一
般
住
宅
と
な

る
が
、
入
居
見
通
し
は
ど
う

か
、
ま
た
家
賃
の
月
額
２
万

円
の
算
定
根
拠
は
。
 

答
 
一
戸
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
希

望
者
の
方
が
現
場
を
見
ら

れ
て
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
。
ま
た
、
家
賃
の
算
定
基

準
は
、
国
の
基
準
に
、
立
地

係
数
、
占
有
面
積
に
係
る
規

模
係
数
、
経
過
年
数
係
数
、

利
便
係
数
な
ど
を
掛
け
た
も

の
に
よ
っ
て
計
算
し
た
。
 

阿
武
町
簡
易
水
道
事
業
給
水

条
例
に
つ
い
て
 

問
　
町
内
の
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
は
。
 

答
　
阿
武
建
設
㈱
、
猪
熊
商

会
、
水
津
設
備
、
中
電
工
㈱

阿
武
出
張
所
、
扶
桑
建
設
工

業
㈱
山
口
営
業
所
の
５
事
業

所
で
す
。
 

町
道
汐
入
野
地
線
道
路
新
設

事
業
及
び
公
共
施
設
用
地
の

取
得
に
伴
う
建
物
の
取
得
に

つ
い
て
 

問
　
建
物
の
取
得
額
は
１
８

５
８
万
８
０
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
が
初
回
提
示
額
で
合

意
か
。
 

答
　
何
回
か
交
渉
後
、
初
回

提
示
額
で
合
意
を
得
た
。
 

問
　
土
地
の
部
分
の
価
格
は

い
く
ら
か
。
 

 

問
 「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

に
お
い
て
、
宇
田
郷
地
域
で

は
、
小
学
校
の
統
合
問
題
と

小
学
校
校
舎
の
活
用
に
つ
い

て
、
住
民
の
多
く
か
ら
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
現
状

の
動
き
と
そ
の
対
応
は
。
 

町
長
 
保
護
者
の
意
向
も
既

に
あ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

統
合
等
に
向
け
た
切
り
か
え

の
時
期
か
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
保
護
者
、
教
育

委
員
会
そ
し
て
地
元
住
民
の

話
し
合
い
と
理
解
が
求
め
ら

れ
る
の
で
、
そ
の
動
き
を
受

け
て
対
応
す
る
。
小
学
校
閉

校
後
の
校
舎
の
活
用
は
、
教

育
、
福
祉
、
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ

ー
な
ど
の
多
用
な
面
を
考
慮

し
た
い
。
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
。
 

教
育
長
 
児
童
数
は
３
年
後

を
見
通
し
て
も
、
減
少
の
状

況
に
あ
り
、
統
合
は
避
け
ら

れ
な
い
。
小
学
校
は
児
童
の

教
育
上
か
ら
、
集
団
生
活
や

多
く
の
友
達
と
の
関
わ
り
の

中
で
、
社
会
性
を
身
に
つ
け

る
大
事
な
時
期
で
あ
る
。
統

合
に
つ
い
て
は
多
様
な
意
見

が
あ
る
が
、
保
護
者
と
話
し

合
い
、
可
能
な
限
り
早
い
、

奈
古
小
学
校
と
の
統
合
を
考

え
、
対
応
し
た
い
。
 

4

議 会 だ よ り 27
No

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告
 

第
2
回
定
例
会
一
般
質
問
　
6
月
２４
日
 

西村良子  議員 

中野　靖 委員長 

６
月
１９
日
開
催
 

Ａ 
地
産
地
消
で
学
校
給
食
の
充
実
を
図
る
 

Ｑ 
学
校
給
食
か
ら
生
き
た
食
育
指
導
を
 

Ｑ 
宇
田
小
学
校
の
統
合
の
方
向
性
は
？
 

Ａ 
保
護
者
、
地
域
住
民
の
理
解
を
得
 

な
が
ら
、
集
団
生
活
を
通
し
て
社
 

会
性
を
身
に
つ
け
る
教
育
の
見
地
 

で
対
応
す
る
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

宇田小学校 

教
育
長
 

教
育
長
 

教
育
長
 

教
育
長
 

問
 

問
 

答
 

答
 

問
 

問
 

答
 

答
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議 会 だ よ り 27
No

答
　
昨
年
、
不
動
産
鑑
定
士

に
よ
る
鑑
定
結
果
。
㎡
単
価
 

が
３
万
９
０
０
０
円
で
あ
っ

た
。
 

●
建
物
の
規
模
―
鉄
骨
造
亜

鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
平
屋
建
１
５

２
・
３
５
㎡
 

●
建
物
の
所
在
は
―
阿
武
町

大
字
奈
古
字
岡
田
橋
２
８
４

４
番
地
２
、
面
積
７
６
８
㎡
 

問
　
道
路
敷
き
以
外
の
土
地

を
消
防
車
庫
に
利
用
さ
れ
る

よ
う
だ
が
、
具
体
的
な
移
転

計
画
が
あ
る
か
。
 

答
　
面
積
的
に
も
消
防
車
庫

に
適
し
て
お
り
、
ま
た
ガ
ー

ド
下
の
有
効
利
用
や
第
一
分

団
消
防
車
庫
の
移
転
用
地
の

必
要
性
な
ど
か
ら
し
て
も
適

地
と
考
え
て
い
る
。
 

平
成
２０
年
度
阿
武
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
回
）
に

つ
い
て
 

問
　
奈
古
漁
港
の
救
助
用
タ

ラ
ッ
プ
設
置
に
つ
い
て
。
 

答
　
設
置
位
置
は
、
漁
業
集

落
処
理
場
の
先
端
部
の
灯
台

よ
り
手
前
の
物
干
し
場
の
護

岸
部
。
そ
の
場
所
は
釣
り
人

な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、

外
海
に
対
し
て
の
転
落
者
救

助
用
の
タ
ラ
ッ
プ
の
設
置
が

無
い
た
め
今
回
設
置
す
る
も

の
で
あ
る
。
 

問
　
管
外
保
育
料
の
委
託
先

及
び
委
託
金
額
は
ど
の
よ
う

に
し
て
決
め
ら
れ
る
か
。
 

答
　
管
外
保
育
は
保
育
を
町

外
の
保
育
所
に
お
願
い
す
る

も
の
で
、
特
別
な
事
情
の
方

の
み
許
可
し
、
今
回
に
つ
い

て
は
１
人
は
益
田
に
お
勤
め

の
方
、
他
の
２
人
は
お
産
の

た
め
に
益
田
に
帰
ら
れ
て
産

後
２
カ
月
間
を
益
田
の
保
育

園
に
預
け
ら
れ
る
方
の
３
件

で
あ
り
、
委
託
料
は
国
の
基

準
に
基
づ
き
算
定
し
、
町
か

ら
相
手
方
の
保
育
園
に
支
払

わ
れ
る
。
 

平
成
２０
年
度
阿
武
町
国
民
健

康
保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

回
）
に
つ
い
て
 

問
　
今
年
度
か
ら
総
合
検
診

の
形
態
が
変
わ
っ
た
が
、
後

期
高
齢
者
の
患
者
さ
ん
が
増

え
た
か
。
 

答
　
患
者
さ
ん
が
増
え
た
と

は
聞
い
て
い
な
い
が
、
後
期

高
齢
者
の
方
が
、
か
か
り
つ

け
で
あ
る
診
療
所
で
検
診
を

受
け
ら
れ
る
予
約
は
入
っ
て

い
る
。
ま
た
、
総
合
検
診
を

受
け
て
い
な
い
方
が
、
個
別

検
診
を
受
け
る
た
め
に
検
診

の
申
し
込
み
が
あ
る
こ
と
は

聞
い
て
い
る
。
 

 
平
成
２０
年
度
阿
武
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
回
）
に
つ
い
て
 

問
　
清
光
苑
、
恵
寿
苑
入
所

希
望
の
待
機
者
は
現
時
点
で

何
人
程
度
お
ら
れ
る
か
。
 

答
　
清
光
苑
の
入
所
に
つ
い

て
は
各
市
町
か
ら
措
置
す
る

も
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
待
機

者
は
無
く
、
恵
寿
苑
の
待
機

者
は
５０
人
以
上
あ
り
、
そ
の

方
た
ち
は
恵
寿
苑
以
外
の
他

の
施
設
に
も
複
数
申
し
込
ん

で
お
ら
れ
る
。
 

平
成
２０
年
度
阿
武
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）
に
つ
い
て
 

問
　
水
源
地
で
地
下
の
取
水

施
設
の
ボ
ー
リ
ン
グ
掘
削
孔

な
ど
が
、
地
殻
変
動
に
よ
り

破
損
し
た
こ
と
に
対
し
て
の

保
証
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
か
。
 
 
 

答
　
そ
の
よ
う
な
保
険
制
度

が
あ
る
こ
と
は
聞
い
て
い
な

い
。
 

問
　
奈
古
地
区
簡
易
水
道
が

４
月
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
て

い
る
が
、
加
入
状
況
は
ど
う

か
。
 

答
　
新
し
い
地
域
の
加
入
状

況
は
８３
％
で
、
そ
の
内
現
在

供
用
開
始
が
、
工
事
中
を
含

め
75
戸
と
な
っ
て
い
る
。
今

年
中
に
７０
〜
８０
％
を
供
用
開

始
と
し
た
い
。
 

タラップ設置場所 

問
 

問
 

問
 

取得用地全景 

答
 

問
 

答
 

答
 

問
 

答
 

問
 

問
 

答
 

答
 

答
 

答
 

現
地
踏
査
 

   （
伊
良
尾
山
農
道
工
事
現
場

の
地
層
）
 

　
伊
良
尾
火
山
は
、
約
３０
万

年
前
に
噴
火
し
た
火
山
で
あ

り
、
噴
火
し
た
際
、
マ
グ
マ

の
し
ぶ
き
が
回
転
し
な
が
ら

飛
散
し
、
火
山
弾
と
な
っ
て

約
６
０
０
ｍ
離
れ
た
現
地
に

堆
積
。
そ
の
上
に
マ
グ
マ
の

粒
で
あ
る
火
山
礫
や
、
火
山

灰
が
何
層
に
も
積
み
重
な
っ

て
い
る
。
層
の
数
か
ら
、
数

十
回
も
繰
り
返
え
さ
れ
た
噴

火
の
過
程
を
、
こ
こ
ま
で
明

確
に
見
ら
れ
る
地
層
は
全
国

で
も
数
少
な
い
よ
う
で
す
。

ま
た
今
回
新
た
に
溶
岩
地
層

が
発
見
さ
れ
た
。
一
カ
所
で

い
ろ
い
ろ
な
火
山
活
動
の
過

程
が
見
れ
る
地
層
は
大
変
貴

重
で
す
。
 

道の駅むなかたを視察 
（福岡県宗像市） 

バイオマスチップボイラーを視察 
（福岡県香春町） 

笹尾止水孔 福谷ため池 

断層写真 

（福谷ため池及び笹尾止水口工事現場の地層） 

議会視察研修　5月28日（バイオマス施設・道の駅） 
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自
治
会
は
、
そ
の
集
落
に
住
む
人
た

ち
が
、
自
ら
の
考
え
、
自
ら
の
手
に
よ

り
、
快
適
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を

し
て
い
く
た
め
の
団
体
・
組
織
で
す
。 

 

助
け
合
い
の
精
神
と
実
践 

　
自
治
会
の
役
割
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
一
つ
に
「
助
け
合
い
の
精
神

と
実
践
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り

の
お
年
寄
り
、
身
体
の
不
自
由
な
人
な

ど
に
、
隣
同
士
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て

援
助
の
手
を
差
し
の
べ
る
こ
と
で
、
住

民
相
互
が
助
け
合
い
、
理
解
を
深
め
合

う
た
め
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
、
重

要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。 

  

現
在
の
集
落
で
も
、
そ
う
し
た
助
け

合
い
の
仕
組
み
は
、
自
然
発
生
的
に
、

出
来
あ
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
自
治
会
制
度
を
作
る
試
み
の
話
し

合
い
の
中
で
、
よ
り
明
確
な
役
割
分

担
が
出
来
、
よ
り
安
心
な
集
落
と
な

る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。 
 

向
こ
う
三
軒
両
隣
？ 

　
阿
武
町
は
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
行
政
と
し
て
高
齢
化
対
策
も
懸
命

に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
向
こ

う
三
軒
両
隣
」
で
の
助
け
合
い
が
重
要 

だ
と
思
い
ま
す
。
助
け
合
い
の
範
囲
と 

  

し
て
、
お
互
い
に
顔
と
名
前
の
見
え
る

範
囲
は
、
現
在
の
集
落
で
す
。
大
き
な

自
治
会
と
し
て
の
制
度
も
考
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
町
と
し
て
は
、
い
つ

も
、
気
兼
ね
な
く
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す

こ
と
の
出
来
る
範
囲
＝
現
在
の
行
政
区

と
し
て
の
集
落
を
、
そ
の
ま
ま
単
位
自

治
会
の
範
囲
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
。 

 

統
合
は
自
発
的
な
形
で
… 

　
た
だ
、
将
来
、
自
治
会
を
構
成
す
る

世
帯
数
の
激
減
な
ど
、
不
都
合
が
生
じ

る
恐
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、
縁
の

深
い
自
治
会
同
士
、
例
え
ば
、
隣
の
自

治
会
な
ど
と
協
議
を
行
い
、
調
整
が
つ

け
ば
統
合
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
こ
の
調
整
の
協
議
は
、
あ

く
ま
で
自
治
会
が
主
体
で
あ
り
、
自
治

会
同
士
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
、
決
定

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
町
は
、
も
ち
ろ
ん
、
調
整
役
と

し
て
の
お
手
伝
い
は
し
ま
す
が
、
町
が

独
断
で
統
合
を
決
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

　
基
本
は
、「
自
分
達
の
地
域
は
、
自

分
達
で
考
え
、
治
め
て
い
く
」
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
自
分
達
の
地
域
に
合
っ

た
特
色
あ
る
自
治
会
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

      

　「
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
環
境
は
、
自
分
た
ち
守
る
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
地
域
・
企
業
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
一
斉
清
掃
を
行

う
「
Ｉ
・
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
・
あ
ぶ
町
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
が
７

月
１３
日
、
町
内
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
清
掃
活
動
を

行
っ
た
の
は
全
２８
集
落
で
、
そ
れ
ぞ
れ
河
川
や
道
路
、
側
溝
な
ど
集

落
内
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
年
か
ら
阿
武
町
建
設
業
会
会
員
と
、
㈱
リ
ン
グ
が
清
掃
で
出
た

雑
木
や
草
、
ゴ
ミ
な
ど
の
回
収
・
運
搬
を
し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

   

自治会制度なんでも

シリーズ「新たなコミュニティー自治会制度」② 

　　目指す自治会の規模・範囲は？　例えば、大きい都市部の自治会は規模が大きく、人数も 
多く、自治会としての運営も出来やすいと思いますが、阿武町の場合、目指している自治会の範囲は、 
どのようなものなのでしょうか。 

Ｉ
・
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
・
あ
ぶ
町 

　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦 

„
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
は
自
分
た
ち
で
“
を 

　
　
　
　
　
　
　
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
町
中
で
一
斉
清
掃 

現
在
の
集
落
を
基
本
に
… 

Ａ 

Q

奈古・浜 奈古・筒尾 奈古・市 

木与 宇田郷・千歳川 宇田郷・郷 

宇田郷・惣郷 福賀・下東郷水源地 福賀・中村 
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　「
次
の
世
代
に
日
本
の
大
切
な
歌
を

残
し
て
い
き
た
い
。『
親
か
ら
子
、
子

か
ら
孫
へ
』
そ
れ
が
歌
い
継
が
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
」
が
二
人
の
合
い
言
葉
。

二
人
が
始
め
た
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
は
今

年
で
２２
年
目
、延
べ
２
０
０
０
回
を
越

え
、レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
４
０
０
曲
以
上
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、「
り
ん
ご
の
ひ

と
り
ご
と
」
に
始
ま
り
、
下
総
皖
一
の

作
品「
蛍
・
花
火
・
た
な
ば
た
さ
ま
」、

北
原
白
秋
の
「
待
ち
ぼ
う
け
」、
野
口

雨
情
の
「
雨
降
り
お
月
／
雲
の
蔭
」、

西
城
八
十
の「
お
山
の
大
将
」な
ど
の

童
謡
名
曲
に
続
き
、
由
紀
さ
ん
は
ソ
ロ

で
歌
謡
曲
「
秋
桜
（
コ
ス
モ
ス
）」
を

熱
唱
。
由
紀
さ
ん
の
軽
妙
な
お
し
ゃ
べ

り
と
と
も
に
、
会
場
か
ら
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
応
え
て
即
興
で
１２
曲
を
歌
っ
た
ほ

か
、
デ
ビ
ュ
ー
曲
の「
夜
明
け
の
ス
キ

ャ
ッ
ト
」、「
手
紙
」
も
披
露
。
二
人

の
絶
妙
な
息
づ
か
い
で
歌
い
上
げ
る
ト

ル
コ
行
進
曲
で
は
ひ
と
き
わ
大
き
な
拍

手
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は

二
人
が
客
席
へ
降
り
て
客
席
と
一
緒
に

「
夕
焼
け
小
焼
け
」
の
合
唱
。
大
満
足

の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

          

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
開
催 

　
昼
の
部
と
夜
の
部
の
合
間
に
、

公
演
の
舞
台
裏
を
見
学
出
来
る
バ

ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
開
催
。

事
前
に
予
約
し
た
１０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
２２
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
運

営
す
る
こ
と 

や
、
セ
ッ
ト
、 

音
響
の
ミ
キ 

サ
ー
に
つ
い 

て
説
明
を
受 

け
ま
し
た
。 

  

由
紀
さ
お
り
・
安
田
祥
子 

　
　
　
　
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト 

由
紀
さ
お
り
・
安
田
祥
子 

　
　
　
　
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト 

透
き
通
る
声
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
　
９
２
０
人
癒
さ
れ
る 

　Songs With Your Life Concert「あし
たへ贈る歌２」、由紀さおり・安田祥子
さんの童謡コンサートが、７月５日に町
民センター文化ホールで阿武町の主催で
開催されました。 
　昼夜の２回の公演は、阿武町では初め
て。また、二人も初めての経験だそうで
す。約９２０人の観客は美しい歌声とハー
モニーに魅了されました。お二人は阿武
町の印象を「久しぶりにきれいな海と海
岸線を見ました。これからも大切にして
ほしいですね」と話しています。 

演奏曲プログラム 
あしたへ贈る歌 
りんごのひとりごと 
下総皖一作品集 
浜千鳥 

ちんちん千鳥 
白秋・雨情・八十 

ああプランタン無理もない 
お菓子と娘 
赤いサラファン 
秋桜（コスモス） 
リクエストコーナー 

故郷 
「望郷の歌」名曲集 
トルコ行進曲 
ソレアード 

～子供たちが生まれる時～ 
夕焼け小焼け 

阿武町文化講演会 
7月5日 

Songs With Your 
Life Concert 
あしたへ贈る歌２ 

林　弘子さん 
（浜の１） 
　昔は童謡が流行っ
ていました。童謡は
なつかしかった。心
が癒されました。 

小田直美さん（郷） 
　知っている歌がい
っぱいあって、楽し
かった。声がすごく
キレイだった。 
 

息の合ったハーモニーを披露 艶やかな衣装で登場 
左から小田教育長、由紀さおり 
さん、安田祥子さん、中村町長 
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元気！阿武町！５００１プラン　いきいきと未来に輝く人づくり

表彰席

【
団
体
の
部
】 

★
優
　
勝
　
牛
カ
ル
ビ
７
５
０
円 

★
準
優
勝
　
Ｋ
Ｓ
Ｎ 

★
月
例
賞
　
福
賀
Ｂ
Ｇ
Ｂ 

★
Ｂ
Ｂ
賞
　
ブ
ル
ー
ス
カ
イ 

     

６
月
２４
日
　
福
賀
小
中
グ
ラ
ウ
ン

ド
　
３７
人
参
加
　
　
　（
敬
称
略
） 

【
男
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
吉
岡
　
司（
宇
田
地
） 

★
準
優
勝
　
市
原
　
正（
下
東
郷
） 

★
第
３
位
　
末
舛
　
勝（
森
見
藤
） 

【
女
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
竹
内
宏
子（
宇
田
地
） 

★
準
優
勝
　
友
広
多
賀
枝（
三
和
） 

★
第
３
位
　
佐
村
照
子（
飯
　
谷
） 

            

６
月
２８
日
　
福
賀
小
中
体
育
館 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８５
人
参
加 

             

６
月
１３
日
　
萩
市 

１０
チ
ー
ム
・
３８
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
個
人
男
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
吉
村
眞
亀
雄 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
東
郷
） 

★
準
優
勝
　
山
本
勉
生（
伊
　
豆
） 

★
第
３
位
　
常
永
康
富（
新
　
生
） 

【
個
人
女
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
清
水
豊
子（
新
　
田
） 

★
準
優
勝
　
中
野
　
忍（
上
東
郷
） 

★
第
３
位
　
佐
村
照
子（
飯
　
谷
） 

 

【
団
体
の
部
】 

★
優
　
勝
　
Ｊ
Ａ
（
Ａ
） 

★
準
優
勝
　
商
郵
鶴 

★
第
３
位
　
小
中
Ａ 

、
小
中
Ｂ 

           

６
月
６
日
　
宇
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド 

　
　
　
　
　
４８
人
参
加(

敬
称
略) 

【
団
体
の
部
】 

★
優
　
勝
　
宇
田
営
農
生
産
組
合

　
　
　
　
　
・ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員 

★
準
優
勝
　
山
口
県
漁
協
・
尾
無

　
　
　
　
　
定
置
網
組
合 

★
第
３
位
　
宇
田
郵
便
局
・
阿
武

　
　
　
　
　
町
役
場 

【
個
人
の
部
】 

★
優
　
勝
　
永
柴
義
広（
つ
づ
ら
） 

★
準
優
勝
　
伊
藤
敬
久（
つ
づ
ら
） 

★
第
３
位
　
藤
村
　
実（
元
　
浦
）  

 

男
性
の
部
で
は
 

吉
村
眞
亀
雄
さ
ん
が
優
勝 

福
賀
地
区
月
例
 

　
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
 

男
・
女
性
の
部
で
 

　
「
宇
田
地
」
勢
が
優
勝
 

福
賀
地
区
月
例
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

Ｊ
Ａ（
Ａ
）
が
優
勝 

福
賀
地
区
職
域
親
睦
球
技
 

大
会（
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
） 

個
人
の
部
で
は
 

永
柴
義
広
さ
ん
が
優
勝
 

宇
田
郷
職
域
親
睦
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

      

６
月
１９
日
　
宇
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド 

　
　
　
　
　
３７
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
フ
リ
ー
の
部
】 

★
優
　
勝
　
中
村
晶
男（
　
郷
　
） 

★
準
優
勝
　
光
永
哲
男（
　
郷
　
） 

★
第
３
位
　
伊
藤
敬
久（
つ
づ
ら
） 

【
レ
デ
ィ
の
部
】 

★
優
　
勝
　
近
藤
利
津
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
部
田
） 

★
準
優
勝
　
柳
井
洋
子（
平
　
原
） 

★
第
３
位
　
恵
美
奈
美
智
代 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
元
　
浦
） 

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】 

★
優
　
勝
　
斎
賀
良
子（
元
　
浦
） 

★
準
優
勝
　
岩
本
　
清（
　
郷
　
） 

★
第
３
位
　
伊
藤
繁
汎（
つ
づ
ら
） 

ゴ
ー
ル
ド
の
部
で
は
 

斎
賀
良
子
さ
ん
が
優
勝
 

第
２７
回
「
ま
っ
て
た
 

子
つ
ば
め
や
っ
て
き
た
」
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

     

６
月
２９
日
　
宇
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド 

　
　
　
　
　
３５
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
フ
ロ
ッ
カ
ー
の
部
】 

★
優
　
勝
　
柳
井
志
津
乃（
平
原
） 

★
準
優
勝
　
金
崎
　
洋（
尾
　
無
） 

★
第
３
位
　
大
谷
久
代（
尾
　
無
） 

【
囲
碁
の
部
】 

★
優
　
勝
　
斎
賀
良
子（
元
　
浦
） 

★
準
優
勝
　
岩
本
房
枝（
　
郷
　
） 

★
第
３
位
　
伊
藤
幸
子（
　
畑
　
） 

【
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部
】 

★
優
　
勝
　
柳
井
悦
子（
尾
　
無
） 

★
準
優
勝
　
清
水
恵
美
子（
今
浦
） 

★
第
３
位
　
角
石
勝
枝（
今
　
浦
） 

  

フ
ロ
ッ
カ
ー
の
部
で
は
 

柳
井
志
津
乃
さ
ん
が
優
勝 

第
１
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

つ
く
し
会
会
員
交
流
会
 

入賞した皆さん 

団
体
の
部
で
優
勝 

し
た
牛
カ
ル
ビ 

７
５
０
円 

個人の部で 
優勝した 
吉村さん（右） 
と清水さん 
 

個人の部で 
入賞された皆さん 

団体の部で 
優勝したＪＡ（Ａ） 

宇田営農生産組合 
・スポーツ推進委員 

入
賞
し
た
皆
さ
ん 

入
賞
し
た
皆
さ
ん 
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　　奈古小学校前にバス停が整備されていますが、いつから利用できるようになりますか？（匿名希望） 
 
 
　　奈古小学校前のバス停（下り線）は、町の働きかけにより平成１９
年度に国土交通省によって整備されました。町内のイベントの多くは町
民センター周辺で行われることが多く、現在利用しているバス停はＪＲ
奈古駅前しかなく町民センターまではおよそ５００ｍの距離があり、児童
生徒や高齢者が利用する場合、負担を強いられる距離にあります。 
　また、阿武中学校の生徒（宇田郷方面）は登下校の際、何らかの理由でスクールバスに乗車出来なかっ
た場合、町営バスを利用してＪＲ奈古駅前で乗・下車している状況があります。これらの状況を解消する
目的で新たに奈古小学校前にバス停を整備しました。今後、新たに上り線阿武町体育センター前を今年秋
に整備予定。全ての工事及び手続きなどが完了したのち平成２１年４月の運用開始を目指します。 
◆問い合わせ先　役場総務課企画広報係　�２－３１１１　　 

※これからも、疑問や質問などがありましたら、役場などの各担当がお答えしますので、お手紙やFAX、
　メールなどでお寄せください。 
　受付窓口：役場総務課☎2－3111　FAX 2－2090　Eメールkikaku@town.abu.yamaguchi.jp

まちの疑問・質問に担当者がお答えする 
なんでも広報相談室コーナー 

Ｑ Ｑ 

Ａ Ａ 

奈古小学校前に整備されたバス停は、いつから利用できますか？

体育センター前バス停を整備後、平成21年４月までには。

まちの
ハテナ
？

阿武町の逸品 
シリーズ  Ｎo.6

“シャリッ”とスッキリ食感  清涼感あふれる甘みが特徴!!
こだわりの味をどうぞ 夏の味覚の王様“福賀ECO-TYPEミネラルすいか”

　
第
６
弾
は
、
夏
の
味
覚
の
王
様„
福
賀
Ｅ
Ｃ
Ｏ
―
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
ミ
ネ
ラ
ル
す
い
か
“を

紹
介
し
ま
す
。
 

　
福
賀
地
区
で
生
産
さ
れ
、
肥
沃
な
土
地
と
標
高
３
５
０
〜
４
０
０
m
の
準
高
冷
地

に
よ
る
昼
夜
の
温
度
差
が
、
独
特
な
歯
ご
た
え
„
シ
ャ
リ
ッ
“
感
を
生
み
出
し
ま
す
。

味
は
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
清
涼
感
あ
ふ
れ
る
甘
み
が
特
徴
で
す
。
 

　
出
荷
は
７
月
２２
日
〜
８
月
２０
日
す
ぎ
の
１
か
月
間
で
約
１
３
０
０
０
個
。
そ
の
う

ち
Ｅ
Ｃ
Ｏ
―
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
ミ
ネ
ラ
ル
す
い
か
（
秀
で
８
・
９
・
１０ 
kg
）と
し
て
出
荷
で
き

る
の
は
約
２
割
の
３
０
０
０
個
の
限
定
品
。
こ
だ
わ
り
の
逸
品
は
、
地
元
を
は
じ
め

県
内
外
に
多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
ま
す
。
 

　
１
つ
目
の
こ
だ
わ
り
は
„
１
株
１
果
取
り
“。
通
常
１
株
に
２
〜
３
個
果
実
を
付

け
ま
す
が
、
１
果
に
す
る
こ
と
で
安
定
し
た「
形
、味
、大
き
さ
」を
提
供
で
き
ま
す
。 

　
２
つ
目
の
こ
だ
わ
り
は
徹
底
し
た
施
肥
管
理
。
苗
は
浅
植
え
し
、„
実
“に
重
点
を

置
い
た
肥
料
管
理
を
し
ま
す
。
通
常
は
植
え
る
前
と
追
肥
２
回
の
み
で
す
が„
待
ち

肥
“と
い
う
方
法
で
、
す
い
か
に
と
っ
て
肥
料
が
最
も
必
要
な
時
期
を
想
定
し
て
あ

ら
か
じ
め
そ
の
位
置
に
肥
料
を
ま
き
ま
す
。（
詳
し
い
事
は„
企
業
機
密
“だ
そ
う
で
す
） 

　
３
つ
目
の
こ
だ
わ
り
は
„
ミ
ネ
ラ
ル
塩
“
の
使
用
。
水
に
と
い
て
葉
や
土
に
散
布

し
ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
は
植
物
に
も
人
間
に
も
必
要
な
栄
養
素
で
あ
る
一
方
で
、
化
学

農
薬
や
化
学
肥
料
の
削
減
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
独
特
の
食
感
「
シ
ャ
リ
ッ
」

の
決
め
手
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
福
賀
す
い
か
部
会
代
表
の
木
村
武
和
さ
ん（
上
万
）は
「
す
い

か
は
手
を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ
ど
良
い
物
が
出
来
ま
す
。
す
い
 

か
に
か
け
る
手
間
と
愛
情
は
味
に
比
例
し
ま
す
」と
自
信
満
々
。
 

    
 
 
 

 

お問い合わせ先 
〒758-0611　山口県阿武郡阿武町福賀 
あぶらんど萩農業協同組合福賀支所 
TEL　08388-5-0311 
FAX　08388-5-0655 
http://www.rakuten.co.jp/abrand/ 
 

木村部会長と奥さんの千春さん 

奈
古
小
学
校
前
 

　
　
の
バ
ス
停
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山・海・里

あなたのまちの身近な話 
題をお寄せください。 
役場総務課企画広報係 
（☎2―3111） 
E-mail : kikaku@town. 
　　abu.yamaguchi.jp

Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ 
まちの話題まちの話題

　
平
成
１９
年
度
全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励

会
で
、
宇
生
賀
の
農
事
組
合
法
人
「
う
も

れ
木
の
郷
」が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
、
６
月
２５
日
に
代
表 

原
哲
郎
さ
ん
ら
が

町
長
に
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
「
全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励
会
」

表
彰
は
、
豆
類
の
経
営
改
善
に
優
れ
た
実

績
を
示
し
た
個
人
、
集
団
な
ど
を
表
彰
す

る
も
の
で
、
全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た
大
豆

集
団
７９
団
体
の
中
か
ら
の
受
賞
で
す
。
 

　「
う
も
れ
木
の
郷
」は
経
営
面
積
７９
・
２
ha
の
う
ち
大
豆
を

１１
・
４
ha
栽
培
し
、
多
収
か
つ
高
品
質
な
生
産
を
実
現
。
栽

培
技
術
面
で
は
徹
底
し
た
排
水
対
策
や
播
種
、
中
耕
、
培
土

の
基
本
技
術
に
加
え
、
大
豆
子
実
に
も
細
か
な
水
分
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
経
営
面
で
は
、
徹
底
し
た
コ
ス
ト
削
減
に

よ
り
毎
年
黒
字
決
算
を
続
け
、
ま
た
、
豆
腐
店
か
ら
指
名
を

受
け
る
な
ど
需
要
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
 

　
原
哲
郎
組
合
長
は
「
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
山

口
県
で
初
め
て
の
受
賞
で
晴
れ
が
ま
し
か
っ
た
で
す
」。
黒

川
五
郷
さ
ん
（
大
豆
部
長
）
は
「
良
い
も
の
を
多
く
作
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
。
み
ん
な
が
つ
い
て
来
て
く
れ
た
お
か
げ

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

「
う
も
れ
木
の
郷
」が
農
林
水
産
大
臣
賞

道
の
駅
の
未
来
予
想
図
、官
民
協
働
で

道
の
駅
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
施
設
整
備
計
画
策
定
検
討
委
員
会

    
道
の
駅
発
足
15
年
の
節
目
と
新
漁
港
完
成
を
契
機
と
し
、

道
の
駅
阿
武
町
を
活
力
と
魅
力
あ
る
道
の
駅
に
す
る
た
め

の
、„
未
来
予
想
図
“
作
成
を
目
的
と
し
た
「
道
の
駅
阿
武

町
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
施
設
整
備
計
画
策
定
検
討
委
員
会
」
が
設

立
さ
れ
、６
月
１０
日
に
１
回
目
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

検
討
委
員
と
し
て
、
道
の
駅
関
係
者
、
漁
協
関
係
者
、
議
会

議
員
、
役
場
職
員
の
ほ
か
、
公
募
で
選

ば
れ
た
町
民
代
表
と
し
て
崔
美
由
紀

さ
ん（
萩
ケ
ー
ブ
ル
）、
田
中
昌
克
さ
ん

（
ナ
ベ
ル
）、
岡
村
僚
太
さ
ん
（
社
協
）、

采
原
恒
信
さ
ん（
山
銀
）
の
４
人
も
参

加
し
ま
し
た
。
今
後
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
計
画
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。
 　

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
か
ら
一
輪
車
１０
台
が

福
賀
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
、
６
月
２７

日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

社
は
青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
い
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
を
通
じ

て
地
域
社
会
活
動
に
取
り
組
ま
れ
、

平
成
１１
年
度
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
県
内
９

校
に
延
べ
９０
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
吉
賀
校
長
は
「
一
輪

車
を
練
習
し
て
、
た
く
ま
し
い
心
と
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
」

と
、
直
江
愛
さ
ん（
６
年
生
）は
「
一
輪
車
は
い
つ
も
昼
休
み

に
練
習
し
て
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
一
輪
車
を
使
っ
て
も
っ

と
上
手
に
な
り
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

コ
カ
コ
ー
ラ
㈱
が 

ス
カ
ッ 

と
一
輪
車
10
台

福
賀
小
学
校
へ

本場スイス仕込み
のチーズ士直伝
地元産牛乳から手づくり
奈古小PTA活動

         　「
こ
れ
が
本
物
！
マ

イ
・
チ
ー
ズ
を
作
っ
て

み
よ
う
」
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
６

月
１５
日
に
奈
古
小
学
校
の
児
童
と
保
護
者
５８
人
が
チ
ー
ズ
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
 

 
講
師
は
、
美
東
町
在
住
で
チ
ー
ズ
士（
ス
イ
ス
国
家
資
格
）

の
弘
重
正
久
さ
ん
。
材
料
と
し
て
地
元
産
の
常
永
牧
場
の
牛

乳
を
使
い
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
カ
ッ
テ
ー
ジ
・
ク
リ
ー
ム
に
挑
戦
。
作
り
方
は
①

牛
乳
を
６５
℃
殺
菌
②
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト（
乳
酸
菌
）を
加

え
る
③
凝
乳
酵
素（
レ
ン
ネ
ッ
ト
）を
加
え
る
。
④
３０
分
静
か

に
待
つ
⑤
ネ
ッ
ト
で
絞
れ
ば
で
き
あ
が
り
。
弘
重
さ
ん
は

「
簡
単
、
手
頃
に
作
れ
ま
す
。
家
庭
で
も
挑
戦
し
て
く
だ
さ

い
」と
。
参
加
者
は
「
手
頃
で
安
心
し
て
作
れ
る
の
で
家
で

作
っ
て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

左から黒川五郷さん、田中敏雄さん、 
中村町長、原哲郎さん 

検討委員会の様子 

福賀小に一輪車を寄贈 

淡泊だがまろやかな食感に子どもたちも大満足 

全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励
会
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恒
例
の
阿
武
町
消
防
団
夏
季
訓
練
が
７
月
６
日
、

奈
古
の
町
民
セ
ン
タ
ー
と
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
近
く

の
郷
川
で
行
わ
れ
、
１
５
４
人
の
団
員
が
梅
雨
明

け
の
強
い
日
差
し
の
中
、
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
今
年
の
訓
練
は
萩
市
消
防
本
部
の
指
導
の
も
と
、

部
隊
訓
練
と
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
試
さ
れ
る「
観

閲
行
進
訓
練
」や「
ポ
ン
プ
の
操
作
方
法
及
び
中
継

送
水
訓
練
」を
中
心
に
、３
時
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
の
中
継
送
水
訓
練
は
、
８
月
３１
日
に
阿
武
町
で
開

催
さ
れ
る
2
0
0
8
年
山
口
県
総
合
防
災
訓
練
in
阿
武
で

も
実
施
さ
れ
ま
す
。
訓
練
で
は
ホ
ー
ス
の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
微
妙
な
ポ
ン
プ
の
調
整
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
入
団
員
は
消
防
団
員
と
し
て
の
基
礎
訓
練
を
別
メ

ニ
ュ
ー
で
行
い
、
新
入
団
員
の
上
沢
晃
慶
さ
ん（
宇
田
地
）は

「
早
く
消
防
団
に
慣
れ
て
自
分
も
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
。気
持
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
す
。 

2
0
0
8
年
山
口
県
総
合
防
災
訓
練
in
阿
武
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
決
定
 

「
見
直
そ
う
　
み
ん
な
の
町
と
　
防
災
意
識
」
　
８
月
３１
日

に
阿
武
町
で
開
催
さ
れ
る
、
2
0
0
8
年
山
口
県
総
合
防
災

訓
練
in
阿
武
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
、

奈
古
小
学
校
５
年
の
池
永
彰
く
ん

（
東
方
）
の
作
品
が
応
募
総
数
６
３

４
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

 　
阿
武
町
の
も
う
一
つ
の
泉
源
„
重

炭
酸
泉
“
を
ご
存
じ
で
す
か
。
　
 

　
先
日
、
萩
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
阿

武
町
探
索
番
組
「
あ
ぶ
タ
ン
」
に
同

行
取
材
し
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
の

熊
野
山
林
道
を
約
５
０
０
ｍ
入
っ
た

と
こ
ろ
の
治
山
堰
堤
下
の
川
岸
に
、
不
思
議
な
吹
き
出
し

口
を
発
見
。
水
面
部
の
直
径
５
cm
、
高
さ
5
cm
ぐ
ら
い
で
富

士
山
の
よ
う
な
形
。
表
面
に
泡
だ
っ
て
い
る
の
は
二
酸
化
炭

素
、
飲
む
と
ピ
リ
ッ
と
辛
い
天
然
の
炭
酸
ラ
ム
ネ
で
す
。
 

　
奈
古
地
区
上
郷
に
あ
る
ポ
ン
プ
小
屋
か
ら
く
み
上
げ
る
水

と
同
じ
性
質
で
、
重
炭
酸
泉
の
奈
古
温
泉
と
し
て
保
健
所
の

許
可
も
あ
り
、
以
前
は
奈
古
温
泉
の
泉
源
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
炭
酸
泉
は
リ
ュ
ウ
マ
チ
や
神
経
痛
、
飲
む

と
慢
性
胃
腸
病
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

阿
武
町
で
3
つ
目
の
泉
源
を
発
見
!?

奈
古
地
区
の
重
炭
酸
泉

ＪＩＣＡ研究員が阿武町にホームスティ
　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
・
ジ

ャ
イ
カ
）の
研
修
員
１１
カ
国
１５
人
の
皆
さ
ん
が
、
６

月
１８
日
か
ら
２０
日
ま
で
阿
武
町
に
滞
在
し
ま
し
た
。 

　
集
団
研
修
「
女
性
能
力
向
上
コ
ー
ス
」
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
、
阿
武
地
域
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
協
議
会
が
引
き
受
け
、
今
回
で
３
回
目
。

初
日
は
農
事
組
合
法
人
「
福
の
里
」
で
餅
つ
き
体

験
や
農
業
体
験
、
女
性
部
の
活
動
の
状
況
に
つ
い

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。参
加
し
た
テ
レ
さ
ん（
メ

キ
シ
コ
）
は
「
女
性
た
ち
が
協
力
す
る
こ
と
で
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
一
人
ひ
と
り
の
能
力
が
発

揮
さ
れ
成
果
が
出
る
。
女
性
が
働
く
た
め
に
は
男

性
の
協
力
が
必
要
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

２
日
目
は
、
自
国
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
ガ

イ
モ
や
大
豆
な
ど
の
食
材
を
使
っ
た
日
本
料
理
の

調
理
の
演
示
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
の
郷
土
料
理

を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
食
生
活

改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
８

人
、
奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
４
人
も

初
参
加
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
参

加
し
た
西
村
修
次
さ
ん
（
宇
久
）
は

「
外
国
の
方
は
ま
な
板
や
包
丁
を
使

わ
ず
、
手
を
使
っ
て
調
理
を
さ
れ
て

い
る
の
で
驚
い
た
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
調
理
に
参
加
し
た
ス
テ
ラ
さ
ん

（
カ
メ
ル
ー
ン
）は
「
日
本
の
食
事
は

質
が
高
く
整
っ
て
い
て
お
い
し
い
」

と
感
激
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
研
修
中
の
宿
泊
施
設
は
、

福
賀
地
区
「
農
家
民
宿
樵
屋
」、
宇

田
郷
地
区
「
浜
の
小
屋
」
・
「
一
服

庵
」
が
利
用
さ
れ
、
通
訳
を
含
め
た

延
べ
１６
人
が
阿
武
町
と
日
本
の
生

活
、
文
化
に
ふ
れ
ま
し
た
。
 

郷土料理で国際交流

154人がチームワークの向上を目指す
消防団夏季訓練　分列行進・ポンプ中継送水
154人がチームワークの向上を目指す
消防団夏季訓練　分列行進・ポンプ中継送水

池永 彰くん 

福の里の女性部と交流 

伊良尾山の名水を試飲 

おにぎりに挑戦 

メンズキッチン、 
ヘルスメイトと 
調理 

新入団員の 
基礎訓練 

ポ
ン
プ
中
継
送
水
訓
練 

表
紙
説
明 
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　平成18年7月にアメリカ合衆国から来日したスタ
ースキ・ハーバート・チェン先生。阿武町での2年
間の外国語指導助手（ＡＬＴ）の任期を終え、この
たび帰国することになりました。 
　町内の小・中学校での英語の学習や国際理解教育
の活動をとおして、子どもたちと楽しくふれあって
くださったスタースキ先生。また、各地域の諸行事
に積極的に参加し、大いに盛り上げていただきまし
た。今日まで本当にありがとうございました。 
　アメリカでの今後のご活躍をお祈りします。 

Thank you, Starsky!
代表して3年生がメッセージを書きました。15日の 
最後の授業では、これを英語にして直接伝えます。 
 ●journalのやりとりが印象

に残っています。文章を作
るのは難しかったけれど、
力がついたと思うし、
journalのノートは宝物にな
ったと思います。 
　きちんとした会話
にはならなくても、
単語などで分かり合
えた瞬間がうれしか
ったです。 
●スタースキ先生、
今までお世話になり
ました。いろいろ教
えてもらいました。 
●正しい英語や発音
などをきちんと教え
ていただいて、とても助か
りました。毎週火曜日はと
ても楽しかったです。 
●いつも気軽に話しかけて
くれたし、部活動も一緒に
したし、とても楽しかった
です。スタースキ先生と授
業をした１日１日がとても
思い出に残っています。 
●とくに先生が書かれたジ
ャーナルからは楽しく学ば
せていただきました。先生
のように長いジャーナルを
書けるようになりたいと思
います。 

●スタースキ先生は色々な
国を旅行されていたので、
たくさん旅行の話を聞くこ
とができたし、その国につ
いて新しい発見があったり

して、楽しかった
です。 
●たくさんの英単
語を教えてくださ
って、ありがとう
ございました。 
●スタースキ先生
のおかげで英語が
楽しかったです。 
●スタースキ先生
が来られる火曜日
をいつも楽しみに
していました。け

れど、ジャーナルを書くの
は大変でした。これからい
ろいろなことがあると思い
ますが、がんばってくださ
い。 
●バイバイ～またどこかで
会いましょう。 
●スタースキ先生には外国
のことについて教えてもら
いました。中国やアメリカ
に行ったときの写真などを
見せていただいて、楽しか
ったです。 

Halloween 
の授業で 

阿武中学校から福賀中学校から

ありがとう!!

スタースキ先生

ありがとう!!

スタースキ先生

Messages from Abu Junior High School
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奈古小学校から

福賀小学校から

宇田小学校から

英語のゲームが 
おもしろかったよ。 
 授業の後は 

ハイタッチ！ 元気でね。 
 

We will never  
forget  you! 
 

Thank you, Mr. Starsky!Thank you, Mr. Starsky!

先生に教えてもらったチーズ 
ケーキは、とてもおいしかったよ。 
 

２年間英語を教
えてくださって
ありがとうござ
いました。 

色のゲームがお
もしろかったで
す。ちょっと疲
れたけどね。 

英語の発音を分かりやすく教えてくださ
ってありがとうございました。日本語が
とっても上手でした。アメリカに帰って
も福賀小学校のことを忘れないでね。 

1・2年生 

3・4年生 

5・6年生 

今までありが
とうございま
した。これか
らもがんばっ
てください。
スタースキ先
生のこと忘れ
ません。 

♥先生と一緒の勉強は楽しかったよ♥

　いつもいっぱい遊んでくれてありがと

う。茶目っ気たっぷりの先生が大好きで

した。いつか英語でお話ししたいです！

Dear  STARSKY ,  Thank you for your kindness. 
We'll never Forget you!
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詳しくは　民生課国保係（☎2-3115）まで

             

◎
入
院
す
る
場
合
（
入
院
さ
れ
て
い
る
方

も
含
む
）「
限
度
額
適
用
認
定
証
」の
交

付
を
申
請（
更
新
）し
て
く
だ
さ
い
。（
有

効
期
限
は
毎
年
７
月
３１
日
ま
で
で
す
） 

◎「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
受
け
る
に

は
申
請（
更
新
）が
必
要
で
す
。 

□
申
請
（
更
新
）
に
必
要
な
も
の 

　
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑
（
※
更
新
を

さ
れ
る
方
は
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
持
参
） 

□
申
請
（
更
新
）
方
法 

　
民
生
課
国
保
係
、
各
支
所
備
え
付
け
の

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
世

帯
の
被
保
険
者
は
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
の
交
付
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
場
合
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る「
標

準
負
担
限
度
額
認
定
証
」の
み
交
付
し

ま
す
。 

              

☆
７０
歳
未
満
の
方
へ 

　 　
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

高
額
に
な
っ
た
と
き
、
国
保

に
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ

ば
、
限
度
額
を
超
え
た
分
が

高
額
療
養
費
と
し
て
、
支
給

さ
れ
ま
す
。
入
院
の
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
国
保
に
申

請
し
、
交
付
さ
れ
た「
限
度

額
適
用
認
定
証
」（
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」）
を
医
療
機
関

に
提
示
す
れ
ば
、
限
度
額
ま

で
の
窓
口
負
担
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
る
と
、
認
定
証
が
交

付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

 

☆
７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方 

　
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
） 

 

　
外
来
（
個
人
単
位
）
の
限
度
額
を

適
用
後
、
外
来
＋
入
院
（
世
帯
単

位
）
の
限
度
額
を
適
用
し
ま
す
。
入

院
時
の
窓
口
で
の
負
担
は
外
来
＋
入

院
（
世
帯
単
位
）
の
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。 

 

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
は
…
？

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」で

窓
口
負
担
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
限
度
額
ま
で
の
窓
口
負
担
と
な
り
ま
す
。 

更新手続きは８月１日～31日までに

※１　平成２１年４月から２４,６００円に変更される予定です。 
※２　平成２１年４月から６２,１００円（４回目以降は４４,４００円）に変更される予定です。 

□自己負担額限度額（月額） 

所 得 区 分 

一　　　般 

現 役 並 み  
所　得　者 

低所得者Ⅱ 

低所得者Ⅰ 

外来（個人単位） 

１２,０００円※１ 

４４,４００円 

８,０００円 

外来＋入院（世帯単位） 

４４,４００円※２ 

２４,６００円 

１５,０００円 

８０,１００円＋（医療費－２６７,０００円）× 
　　　１％（４回目以降は４４,４００円） 

※　上位所得者：基礎控除後の総所得金額などが６００万円を超える世帯。所得の申告が 
　　ない場合も上位所得者とみなされますので注意してください。 

□自己負担額限度額（月額） 

一　　　　　般 ８０,１００円＋（医療費－２６７,0００円）×１％ ４４,４００円 

上 位 所 得 者※ １５０,０００円＋（医療費－５００,０００円）×１％ ８３,４００円 

住民税非課税世帯 ２４,６００円 

３　回　目　ま　で 

３５,４００円 

４回目以降 

国民健康保険 
被保険者の方 
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後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

で
、
平
成
２０
年
度
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
、「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入

院
時
に
こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
食
事
代
・

居
住
費
が
減
額
さ
れ
る
他
、
医
療

機
関
で
の
窓
口
負
担
も
一
定
額
ま

で
と
な
り
ま
す（
下
表
）。 

　
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請

は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
認
定
証
が
必
要
な
方
は
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
認
定
証

は
申
請
を
行
っ
た
月
の
初
日
か
ら

有
効
と
な
り
ま
す
。 

 

■
現
在
、
認
定
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
は
、
８
月
３１
日
ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
有
効
期
限
は
平
成
２０
年
７

月
３１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
認
定
が
可
能
な
方
に
は

７
月
中
旬
に
広
域
連
合
か
ら
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
認
定
証
が
必
要
な
場
合
は
必
ず

８
月
３１
日
ま
で
に
再
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
現
在
「
区
分
Ⅱ
」
の
証

を
お
持
ち
の
方
で
、
そ
の
認
定
期

間
内
の
過
去
１２
カ
月
の
入
院
日
数

の
合
計
が
９１
日
以
上
の
場
合
は
、

食
事
代
が
更
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

申
請
の
際
は
病
院
の
領
収
書
な

ど
、
入
院
日
数
の
分
か
る
書
類
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

◆
対
象
者 

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

で
、
平
成
２０
年
度
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
方 

◆
申
請
場
所 

　
民
生
課
介
護
福
祉
係
又
は
各
支

所 
◆
申
請
に
必
要
な
も
の 

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証 

・
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

　
額
認
定
証
（
更
新
の
方
の
み
） 

・
印
鑑 

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
被保険者の方へ

後期高齢者医療の被保険者で住民税非課税世帯の方は、入院時に「限度額適
用・標準負担額減額認定証」を医療機関の窓口に提示することで、食事代・
居住費などが減額されます。 

※１　区分Ⅱ：世帯の全員が住民税非課税である世帯に属する方 
※２　区分Ⅰ：世帯の全員が住民税非課税であり、各種収入から必要経費・控除を差し引いた所得が０円となる世帯に属する方（収入 
　　　が年金のみの場合は、年金収入８０万円以下の方） 
※３　入院医療の必要性が高い方（人工呼吸器・中心静脈栄養などを要する方、脊椎損傷（四肢麻痺が見られる状態）の方、難病の方 
　　　など）、回復期リハビリテーション病棟に入院している方などは、負担が療養病床以外の病棟に入院している場合の食事代と同 
　　　額になります（居住費はかかりません）。 
※４　入院時生活療養（Ⅰ）を算定する医療機関に入院の場合は４６０円、入院時生活療養（Ⅱ）を算定する医療機関に入院の場合は４２０円 
　　　となります。 

■入院時の窓口負担限度額・食事代及び居住費 
入院時に認定証を医療機関の窓口に提示することにより、負担が下表のとおりになります。 

自己負担限度額 
（１月） 

区分Ⅱ 
※１ 認定証 

あり 区分Ⅰ 
※２ 

入院日数９０日以下 

入院日数９１日以上 

老齢福祉年金受給者以外 

老齢福祉年金受給者 

認定証なし（一般） 

療養病床入院の場合※３ 

居住費（１日） 
食事代 
（１食） 食事代（１食） 

44,400円 

24,600円 

 

15,000円 

 

320円 

320円 

320円 

320円 

0円 

260円 

210円 

160円 

100円 

100円 

460円※４ 

210円 

210円 

130円 

100円 
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国
民
健
康
保
険
税
を
１０
月
か
ら
年
金
で
支
払
い
い
た

だ
く
予
定
に
な
っ
て
い
る
方
の
う
ち
、
次
の
①
及
び
②

の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
方
は
、
住
民
課
ま
た
は
各

支
所
の
窓
口
へ
お
申
し
出
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
保

険
税
を
口
座
振
替
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。 

①
こ
れ
ま
で
、
保
険
税
を
滞
納
す
る
こ
と
な
く
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
。 

②
こ
れ
か
ら
の
保
険
税
を
、
口
座
振
替
に
よ
り
納
め
て

い
た
だ
け
る
方
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
※
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
【
具
体
的
判
断
基
準
等
】 

◎
直
近
２
年
間
滞
納
な
く
確
実
に
納
付
し
て
い
る
こ
と
。 

◎
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
申
し
込
み
を
行
う
こ
と
。 

◎
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
な
ど
に
つ

い
て
は
普
通
徴
収
へ
の
変
更
は
行
い
ま
せ
ん
。 

◎
普
通
徴
収
に
変
更
し
た
方
が
滞
納
し
た
場
合
は
特
別

徴
収
を
再
開
し
ま
す
。 

 

　
お
申
し
出
は
、
８
月
４
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。 

　
お
申
し
出
い
た
だ
い
た
後
、
速
や
か
に
１０
月
分
の
年

金
か
ら
の
お
支
払
い
を
中
止
す
る
手
続
き
を
行
い
ま

す
が
、
８
月
４
日
を
過
ぎ
て
お
申
し
出
い
た
だ
い
た
場

合
は
、
１０
月
分
の
中
止
手
続
き
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
の

で
、
お
申
し
出
い
た
だ
く
時
期
に
よ
り
１２
月
分
以
降
の

年
金
か
ら
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
住
民
課
☎
２
―
０
５
０
０ 

医療費を大切にするポイント
◆生活習慣を見直し、栄養・運動・休養をバランスよくとりましょう。 
◆定期的に検診を受けて健康管理に役立てましょう。 
　健康になれば医療費はかかりません。 
◆重複受診や転医をひかえましょう。 
　同じ診察、検査などのくり返しは医療費のムダ使いになります。 
◆休日・時間外受診はなるべくさけましょう。 
　（割増料金がかかります） 
◆かかりつけ医を持ちましょう。 
　自分の病歴や体質などを把握しているかかりつけ医を持つこと 
　で、より治療効果が望めます。 

     

○
開
催
日
時 

　
１１
月
２
日
（
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
１０
分
）、
１１
月
１６

・
２３
・
３０
日
（
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
１０
分
）、

１２
月
７
日
（
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
４０
分
）、
１２

月
２１
日
（
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
１０
分
）、
１
月

１１
日
（
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
０
時
５０
分
）
の
各
日
曜

日
。
全
１８
回 

○
場
所
　
山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー「
研
修
室
」 

○
受
講
者
対
象 

　
山
口
県
に
在
住
の
手
話
奉
仕
員
証
所
有
者
の
う
ち
、
手

話
を
駆
使
し
て
地
域
の
聴
覚
障
害
者
と
日
常
会
話
が
可

能
な
方
。 

○
受
講
料
　
無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
１
３
０

０
円
を
徴
収
し
ま
す
） 

○
募
集
期
間
　
１０
月
１０
日（
金
）ま
で 

○
申
込
方
法
　
左
記
の
も
の
を
揃
え
て 

　
郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
①
申
込
書 

　
②
手
話
活
動
経
歴
書 

　
③
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
修
了
証
の
コ
ピ
ー 

　
④
返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
の
封
筒
に
８０
円
切
手
を
貼

付
し
住
所
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
） 

○
受
講
決
定 

　
１０
月
１８
日
以
降
郵
送
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

○
申
し
込
み
先 

　
〒
７
４
７
―
１
２
２
１
　
山
口
市
鋳
銭
司
南
原
２
３
６

４
―
１
　
山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー 

　
☎
０
８
３
―
９
８
５
―
０
６
１
１ 

 

平
成
20
年
度

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

「
基
本
課
程
」
の
お
知
ら
せ
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阿武町では下記のとおり職員を募集しています。 
 
○試験職種、採用予定人員　一般行政職　上級職（大学卒業程度）　1人程度 
○受験資格 
　1　昭和54年4月2日から昭和62年4月1日までに生まれた人。 
　2　次のいずれかに該当する人は受験できません。 
　（1）日本国籍を有しない人 
　（2）成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む。） 
　（3）禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくな
　　　 るまでの人 
　（4）阿武町職員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から2年を経過しない人 
　（5）日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の
　　　 団体を結成し、又はこれに 
　　　 加入した人 
○試験方法及び内容 
　（1）教養試験 
　（2）事務適性検査 
　（3）職場対人適応性検査 
　（4）作文（１次試験合格者のみ） 
　（5）面接（　　　　〃　　　　） 
○試験の日時及び場所

○受験手続

　（1）受験申込書及び受験票に必要な事項を記入し阿武町役場総務課に提出してください。 
　（2）受験申込書及び受験票は役場総務課及び各支所または阿武町役場のホームページから
　　　 もダウンロード出来ます。 （http://www.town.abu.yamaguchi.jp） 
　（3）受付期間は7月1日（火）～8月22日（金）までに阿武町役場総務課へ必着のこと。 
　（4）郵送の場合は、封筒の表に「上級受験申込書在中」と朱書してください。（当日消印有効） 
○合格から採用まで  
　（1）任命権者は、採用者をおおむね11月下旬までに内定し、通知する予定です。 
　（2）採用は原則として平成21年4月1日以降に行われます。 
○給与　給料は、各人の経歴によって異なりますが、初任給はおおむね172,200円です。
　（平成20年4月1日現在）。このほか、扶養手当、住居手当、通勤手当、時間外勤務手当、
　期末手当、勤勉手当等の諸手当がそれぞれ支給要件に応じて支給されます。  
○問い合わせ     
　〒759－3622　山口県阿武郡阿武町大字奈古2636番地　阿武町役場　総務課 
　TEL（08388）2－3110　FAX（08388）2－2090

阿武町職員を募集 若い情熱と知恵を町づくりに 

区　分 

第1次試験 
 

第2次試験 

9月21日（日曜日） 試験9：10～12：10 
（試験室入室8：50まで） 

阿武町大字奈古2636番地 
阿武町役場 

日　　　　　　　時 受 験 地 ・ 会 場  

10月下旬　詳細は第１次試験合格通知の際お知らせします。 

◆住民課税務係　茂刈立也（平成１１年入庁） 
　私は、税務係として主に家屋評価などの固定
資産税に関する仕事をしています。税金は、み
んなが安心して暮らせるよう、みんなで支えあ
うためのもので、福祉や医療などに役立てられ
ています。わずか４，０００人の町ですが、４，０００人

ならではの夢と笑顔があふれる町“元気”いっぱいの阿武
町を目指し、町行政の一員として、我こそは“Ｉ Ｌｏｖｅ 阿
武町”と思われる方、ぜひお待ちしてます。 

先輩から
ひとこと
先輩から
ひとこと
先輩から
ひとこと
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中
野
　
杏
里
ち
ゃ
ん（
木
与
） 

平
成
19
年
7
月
4
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
哲
教
さ
ん
・（
マ
マ
）
直
美
さ
ん 

　
こ
ん
に
ち
は
　 

杏
里
で
す
。 

み
ん
な
に
パ
パ
に
そ
っ
く
り
だ
と

言
わ
れ
ま
す
。
気
に
い
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
と
す
ぐ
に
怒
る
わ
が
ま

ま
っ
娘
だ
け
ど
、
甘
え
ん
坊
さ
ん

で
す
　
　
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
一
緒
に
公
園
に
行
こ
う
ね
　
　 

健
康
で
心
の
や
さ
し
い
子
に
育
っ

て
ね 

７
月
生
ま
れ
 

小
野
洸
志
郎
ち
ゃ
ん
（
西
の
１
） 

平
成
19
年
7
月
19
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
進
二
さ
ん
・（
マ
マ
）
直
子
さ
ん 

　
は
じ
め
ま
し
て
洸
志
郎
で
す
。 

見
た
目
は
お
っ
と
り
し
て
い
る
け

ど
階
段
を
上
が
る
の
は
チ
ョ
ー
早

い
で
す
。
あ
と
お
風
呂
遊
び
が
大

好
き
　 

大
き
く
な
っ
た
ら
お
兄

ち
ゃ
ん
と
パ
パ
の
船
に
乗
っ
て
魚

釣
り
に
行
く
ぞ
ー 

あ
ん
　
り 

こ
う
　
し
　
ろ
う 

あんり 
こうしろう 

シリーズ　奈古高はいま 

も
っ
と
よ
い
学
校
に
 

　
　
　
　
　
す
る
た
め
に
 

　
　
　
　
　
　
　
生
徒
総
会
 

 

雨
に
も
負
け
ず
 

　
　
　
　
恒
例
の
田
植
え
実
習 

          

　
６
月
１９
日（
木
）に
は
、
生
物
資

源
科
学
科
の
一
年
生
が
、
恒
例
の

「
田
植
え
実
習
」を
行
い
ま
し
た
。 

　
天
候
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
や
る
気
十
分
の
生
徒
に

と
っ
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
お
構
い

な
し
。
泥
の
中
に
足
を
一
歩
踏
み

出
せ
ば
、
天
気
の
こ
と
な
ど
す
っ

か
り
忘
れ
て
悲
鳴
や
歓
声
を
上
げ

て
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
授
業
が
始
ま
る
と
生

徒
の
表
情
は
一
変
。
校
長
先
生
が

見
守
る
中
、
生
物
資
源
科
学
科
の

先
生
の
指
示
に
従
っ
て
横
一
列
に

き
れ
い
に
並
ん
で
真
っ
す
ぐ
に
苗

を
植
え
る
顔
は
真
剣
で
、
上
着
や

ズ
ボ
ン
に
泥
が
付
い
た
生
徒
も
、

途
中
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
両
手
足

が
泥
ま
み
れ
に
な
っ
た
生
徒
も
、

み
ん
な
自
分
の
役
割
を
果
た
し
、

田
植
え
は
無
事
成
功
し
ま
し
た
。

秋
の
収
穫
ま
で
、
元
気
に
成
長
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。 

    

　
６
月
５
日（
木
）に
、
平
成
２０
年

度
生
徒
総
会
が
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
前
半
は
行
事
報
告
や
会

計
報
告
が
行
わ
れ
、
会
場
は
物
静

か
な
雰
囲
気
で
し
た
が
、
後
半
に

入
り
、
議
題
が
学
校
へ
の
要
望
と

も
な
る
と
全
校
生
徒
が
ヒ
ー
ト
ア

ッ
プ
。
奈
古
高
を
も
っ
と
よ
い
学

校
に
す
る
た
め
に
、
学
校
設
備
や

校
則
の
改
定
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ス

で
ま
と
め
た
意
見
を
次
々
に
発
表

し
ま
し
た
。
出
さ
れ
た
意
見
に
賛

成
な
ら
赤
い
紙
、
反
対
な
ら
黄
色

い
紙
を
あ
げ
て
さ
ら
に
激
論
。
そ

の
後
、
要
望
に
対
し
て
先
生
方
が

丁
寧
に
返
答
さ
れ
ま
し
た
。 

　
叶
っ
た
要
望
、
叶
わ
な
か
っ
た

要
望
も
あ
り
ま
す
が
、
一
時
間
以

上
も
の
間
、
学
年
を
越
え
て
本
音

で
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 生徒総会 

田植え実習 

田植え実習 生徒総会 生徒総会 
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水泳許可区域

水泳禁止区域

水泳禁止区域立札

水泳許可・禁止区域  水泳許可・禁止区域  

福賀地区

郷川郷川

プール
中学校

小学校

奈古駅

筒尾

※河口は
　禁止

奈古地区

文今浦

田部湾内

元浦港内

畑尻

ばらすよけ～すずめ島

学校プール

1

2

3

4

5

惣郷

尾無

畑

水泳禁止区域

二反田  （旧生コン）

青浦  （旧道入口）

今浦港内

びわくび（田部湾の反対側）

井部田尻

より仏

宇田郷駅前

尾無港内

A

B
A

B

C

CE

D

F

D
E

G

H

F

G

H

宇田郷駅

平原

つづら
田部

宇田郷地区
水泳許可区域

保護者同伴許可区域

水泳禁止区域

水泳禁止区域立礼

郷

宇田へ

港
かぶ坂

萩へ

温水プール

※小学３年生以下は保護者同伴

宇久 ・ 木与地区

宇久港
清ヶ浜

奈古へ

宇田へ

※清ヶ浜はブイより沖へは出ない
　消波ブロックからの飛び込みはしない

 木与駅

ブイより沖へ
出ない

土

港

福賀へ

上郷
砂防

2

3

4

1

5

井部田

※町内すべての河川・ため池で泳ぐことを禁止します。
※小学生が海で泳ぐ場合は、必ず保護者同伴とします。

水泳許可区域は、

福賀国民プール

のみとします。

　
今
年
も
、
子
ど
も
た
ち
が
心
待
ち
に
し
て
き
た
「
夏
休
み
」
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。 

　
思
い
き
り
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
楽
し
い
思
い

出
が
い
っ
ぱ
い
の
素
晴
ら
し
い
夏
休
み
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
阿
武
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
、
左
の
図
の
と
お
り
「
水
泳
許
可
・
禁
止
区
域
」
を
定
め
て
い
ま
す
。 

　
地
域
の
皆
さ
ん
も
設
置
場
所
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
る
た
め
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
水
泳
禁
止
区
域
の
近
く
で
、
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
ら
れ
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
、
ひ
と
声
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

地域のみなさんへ

地域で育てる子どもたち!
　「地域の子どもは地域で育てる」と
いう意識で、「声かけ」や「あいさ
つ」など、子どもたちと積極的に関
わってください。そして、いけない
ことはぜひ注意してください。
　家庭だけでなく地域のみなさんが
一体となって、「たくましく心豊かな
阿武町っ子」を育てていきましょう。
　夏休みに子どもたちの明るい笑顔
があふれることを願っています。

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で 

阿
武
町
教
育
委
員
会

阿
武
町
教
育
委
員
会 

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で 

阿
武
町
教
育
委
員
会 

保護者のみなさんへ

家族みんなでふれあいの時間を!
　子どもたちにとって夏休みの楽し
みのひとつが“家族とのふれあい”
です。お忙しい毎日でしょうが、子
どもとのふれあいの時間をしっかり
とっていただき、家族共通の思い出
づくりをお願いします。また、毎日
継続的にできる家庭や地域での「仕
事」を一緒に考え、子どもたちに取
り組ませていきましょう。
　子どもたちにとって楽しい体験だ
けでなく、きつい体験も心の健やか
な成長のためには大切です。

児童・生徒のみなさんへ

夏休みにしかできない体験を!
　心待ちにしていた夏休みが始まり
ました。「夏休みだからできること」、
「夏休みでないとできないこと」に
積極的にチャレンジしてみましょう。
　この機会に趣味や特技を磨き、い
ろいろなことにチャレンジすること
で充実感や満足感を味わうことがで
きます。
　今年の夏も、心に残る素晴らしい
体験や活動に積極的に挑戦し、有意
義な夏休みにしていきましょう。
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元気島通信 ４×ピース 元気島通信 ４×ピース 元気島通信 ４×ピース 
（４つのかけら）　　※今月は3ピースです。

フォー 

ご近所の方とお話をする機会、 
お料理を作る機会はありますか？ 

忙しい毎日の中、地域の方と疎遠になっている
ことを感じる今日、７月から集落ごとの料理教
室「ふれあいキッチン」が始まります！ 

子どもさんから高齢者の方まで、男女を問わず、
このような機会をご近所の方との交流、情報交
換等にご利用ください。 

また、“元気出前講座”と合わせて、 
健康チェックや元気話に花が咲き、 
情報交換も盛り上がります。 

そして、この夏のテーマは「メタボ」です！ 
「メタボ」を考えた、料理、体操などを取り入
れます。 

ぜひ、「ふれあいキッチン」に参加して 
“おなかすっきり”健康な夏をお過ごしください！ 

アッハッハッハ～！ガハハハ！オホホホ！ウフフフ
…みなさん、笑いのある生活をしていますか？？ 
　笑いは、お金がかからず、副作用がない、しか
も楽しみながらできる手軽な健康法。 
 
★体の免疫力が高まり“がん”や“感染症”などの
予防、リウマチや膠原病などの悪化防止につな
がります。 
★脳の前頭葉が刺激され脳の血のめぐりがよくな
り、脳の老化を予防…認知症の予防、悪化を防
ぎます。 
★自然と腹式呼吸になるので、内臓がマッサージ
され血のめぐりがよくなり消化がよくなります。 
★家庭、職場、ご近所さんなど、人間関係の潤滑油
となり明るく楽しい毎日を送ることができます。 

　これ以外にも、「笑い」の効果は数知れず…ちな
みに「笑い」といっても種類は様々。実際、心や
体に何か問題を抱えている時は、心の底から笑え
ないですよね。でも大丈夫！心からの笑いでなく
ても、「作り笑い」でも健康効果はあるようです。
　「面白いことがないから笑えない！」なんて言
わないで歯磨きする時、鏡を見て自分にニコッと
笑顔をつくる『笑顔習慣』始めてみませんか？ 

７月から集落ごとの料理教室 
「ふれあいキッチン」が 
　始まります!

で、もっと健康に！元気な阿武町!!

シリーズ『メタボリックシンドローム』① 
今、話題の 
『メタボリックシンドローム』とは？ 

あなたは、どのあたりにいますか？ 

　別名「内臓脂肪症候群」という通り、お腹まわ
りにたまる内臓脂肪に加え、高血圧、脂質異常、
高血糖が重複している状態のことです。 
　食べ過ぎ、飲み過ぎで体内に入るエネルギーが
過剰になったり、運動不足で消費されるエネルギ
ーが少なくなったりすると、余分なエネルギーは、
「内臓脂肪」という形で蓄積されます。その結果、
血圧、血糖、中性脂肪等の数値に異常が生じるよ
うになります。 
　１つ１つは軽症であっても、いくつか重なると
動脈硬化が急速に進むということがわかってきま
した。 
　動脈硬化が進むと、心臓病や脳卒中など、その
後の生活にも支障をきたしてしまう大きな病気に
なる可能性が高くなります。 

☆ お知らせ ☆　～ 国民健康保険に加入されている方へ ～ 
国保の方で『特定健診』を職場で受けられた方は、役場民生課に結果をご提出ください。
町保健師が健診結果に応じた情報提供やアドバイスを行います。 

　下の図は、メタボリックシンドロームの進行図
です。今のあなたは、どのあたりにいますか？　
「ちょっと気をつけた方がいいかも･･･」と思う
今がチャンスです!!　日ごろの生活を振り返り、
できることから始めてみませんか?？ 

『笑って健康♪笑顔習慣♪』 
 

原田保健師 

吉松保健師 石川栄養士 

笑い 

「笑い」ってこんなにいいんですよ！ 
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■年金記録を確認して必ず回答しましょう 
　年金記録問題への対応について、厚生労働省は、
本年３月１４日の「年金記録問題についての今後
の対応に関する工程表」などに基づき、今後とも
着実に取組みを進めることとしています。 
　なお、本年４月からは、３月までに送付した以
外のすべての年金受給者には５月までに、また、
すべての現役加入者に６月から１０月までに、「ね
んきん特別便」が届けられます。 
　この度の「ねんきん特別便」は、緑色の封筒で
届けられますが、年金記録に「もれ」や「間違い」
がなくても、すべての方が必ず回答することにな
っています。忘れずに必ず回答しましょう。 

■ご質問やお問い合わせは 
　「ねんきん特別便専用ダイヤル」☎0570-058-555 
　　・・ 月～金曜日　午前９時～午後８時　・・ 第２土曜日　午前９時～午後５時 
　「ＩＰ電話・ＰＨＳ」の場合☎03-6700-1144 
◆ お電話以外には　社会保険事務所または年金相談センターや都道府県社会保険労務士会でも無料で
相談を受付けています。　＊社会保険庁のホームページ　http://www.sia.go.jp/ 
問い合わせ先　山口社会保険事務局萩事務所 
　　　　　　　年金請求などの相談☎０８３８－２４－２１５８　国民年金に関する相談☎０８３８－２４－２１５６　　

◆緑色の封筒で届けられます 
　自営業、専業主婦、学生などの現役加入者の方
には、直接、本人の住所に届けられます。 
　また、会社勤めの方には、お勤めの会社を通じ
て（協力が得られた場合）もしくは、直接、本人
の住所に届けられます。 
　年金受給者の方には、直接、本人の住所に届け
られます。 
◆住所変更の手続きはお済みですか 
　「ねんきん特別便」が確実に届けられるために
は、正しい住所が必要です。変更の手続きを忘れ
ずに。 
◆ 氏名が変更されていませんか 
　平成８年以前に旧姓で年金に加入していた方
は、特に、注意して記録を確認してください。 

　これは、期日前投票制度により事前に投票でき
る、午後7時からの投票者が少ない、投票立会人
の負担を軽減する、などの理由によります。全国
の約3割の投票所で繰り上げが実施されています。 
●期日前投票をご利用ください。期日前投票は午
　後8時まで（支所は午後5時まで）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

　任期満了に伴う一般選挙が予定されています。
選挙権を有する方々へは、投票所入場券を郵送い
たします。 
　また、これまでの木与及び尾無の投票所は、そ
れぞれ各漁協支店で投票することになりました
（入場券には投票場所が記載されています）。 

　マムシによる被害は、水田や草むら、渓流地な
どが特に要注意。山間地域では宅地内やその周辺
も注意が必要です。春・秋の暖かい昼間や夏の夜
間に、自宅玄関・庭などで咬まれることもありま
す。咬傷部位は手足が比較的多く、サンダル履き
などで咬まれることもあります。 
被害を防ぐには 
●葉のあるところや草むらで農作業やキノコ採り
などをするときは長袖、長ズボンを着用し、革手
袋を着け長靴や登山靴を履くこと。●雑草は出来
るだけ刈っておく。●マムシを見つけたら５０cm
以上離れること。また、捕まえようなどとはしな
い。なお、マムシの方から近づいて攻撃はしてこ
ない。●庭や駐車場には、外灯を設置する。 
咬まれたら 
①咬傷部位から吸引器で血液を吸引する。なけれ
ば口で吸引する。（自分でできるときに限る）き
れいな水があれば、流しながら絞り出す。 
②包帯など幅の広いもので咬傷部位の前後を含め
広く巻いて軽く圧迫し安静・保持する。③毒のま
わりを早めないため、あわてて走ったりせず、必
ず車などで病院に行く。 
＊搬送、応急措置はできるだけ他人に任せる。 
＊強く縛ったり咬傷部位を切開しない。また氷な
　どで冷やしたりしない。 
＊マムシの抗毒素は医療機関において症状などを
　勘案し、慎重に使用されます。 
◆問い合わせ先　役場民生課☎２－３１１３ 

すべての方に「ねんきん特別便」が届きます 

投票日8月3日（日） 
山口県知事選挙 
投票時間　午前7時～午後7時 

 阿武町では、投票時間を１時間繰り上げます。 

投票日7月31日（木） 
山口県日本海海区漁業調整 
委員会委員一般選挙 

 7月22日告示　投票時間　午前8時30分～午後5時 

マムシにご注意を!! 
 ～「チカッ!!」としたらすぐ受診 ～ 

年金のたより 

【本庁期日前投票所】 
7/18（金）～8/2（土） 
午前8時30分～午後8時 
※本庁では全地区の投票が 
　できます。 
 

【福賀、宇田郷支所期日前投票所】 
7/28（月）～8/１（金） 
午前8時30分～午後5時 
※各支所管内の投票ができま 
す。 
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元気！阿武町！５００１プラン　明日につなぐ活力ある産業づくり

担当者名 担　　　当　　　地　　　区 電　話 
池田　　博 
小野　沢文 
池田　　淳 
小野　惇生 
大田　孝正 
中野　　靖 
山本　勉生 
水津　明文 

西村　浩一 
 

波多とも子 
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野柳、上片、下片、釜屋、浜 
東方、市、土、筒尾、西 
河内、上郷、下郷 
木与、宇久、寺東 
森見藤、野沢、中村、金社、宇田地 
久瀬原、上東郷、下東郷、新田、伊当 
伊豆、三和、上万、黒川 
上笹尾、下笹尾、飯谷、新生、栃原 
今浦、元浦、尾無、畑、惣郷上、惣郷下、 
大刈名振 
田部、井部田、郷、つづら、平原 

2-2791 
2-2485 
2-2218 
2-2473 
5-0059 
5-0040 
5-0518 
5-0347 

4-0217 
 

4-0316

山口県中部農業 
共済組合推薦 

 新農業委員 
池田 淳さん 
を選任 
 池

田
　
淳
さ
ん 

 

　水田放牧は、高齢化などの理由で管理できな
くなった荒廃農地に牛を放つことによって、牛
が雑草などを食べ、農地の保全や景観対策をす
る仕組みのことで、栽培農家には草刈り労力
の軽減、畜産農家の飼料代の削減といった一石
二鳥のシステムです。 
 
１．放牧方法（リース事業） 
   無角和種振興公社が、放 
　牧牛と電気放柵など放牧 
　施設を貸し出します。 
２．助成金（各種助成金があります） 
　助成対象要件をみたした場合に交付します。 
　○各農家：転作助成金2,000円／10a 
　○放牧組合等：水田放牧助成金13,000円以
　　　　　　　　内／10a 
３．問い合わせ先　実施要件など、詳しくは 
　役場経済課　☎2－3114へ 

　山口県では、森林の持つ多面的な機能を持続的に発揮させ、健全な森林を次の世代に引き継ぐため、平成
17年4月から「やまぐち森林づくり県民税」を活用した新たな“森林づくり”を進めています。 
　森林の手入れをしようにも、どうしても行き届かずお困りの方はぜひご相談ください。 
●公益森林整備事業－長期間放置された荒廃森林の強度間伐により、針葉樹・広葉樹の入り交じった混交林へ
　　　　　　　　　　転換し、森林のもつ多面的機能を発揮させる事業 
　対象森林：水土保全林で①私有林の普通林②36年生以上のスギ・ヒノキ人工林③ダム上流域及び河川の源流
　　　　　　域④将来的に伐採収入が期待できない人工林⑤20年以上放置されるなど機能低下している森林 
　事業内容：強度間伐（40％以上）、表土流出防止施設の設置 
●竹繁茂防止緊急対策事業－繁茂した放置竹林を緊急的に伐採・管理し、 
　　　　　　　　　　　　　森林のもつ多面的機能を発揮させる事業 
　対象森林：水土保全林の竹林（隣接含む）で①私有林②ダム・身近な生活 
　　　　　　の場などの周辺③竹の侵入率30％以上の森林 
　事業内容：繁茂竹林、再生竹の伐採など 
※事業採択後の管理条件など詳しい内容については、阿武萩森林組合阿武支所（☎2－2016） 
　または、役場経済課（☎2－3114) までお問い合わせください。 

 
　土づくりのための堆肥の販売・運搬・散布と秋のコン
バイン刈取り作業委託を請け負います。ご希望の方は、
下記の申し込み先までお申込みください。 
１．作業内容　①堆肥の販売・運搬・散布・耕転 
　　　　　　　②コンバイン刈取り・籾運搬作業 
２．基本料金　①堆肥代（運搬含む）3,000円／１t 
　　　　　　　②刈り取り（運搬含む）17,900円／10a 
３．申し込み先　各農家（個人）ごとに、申込書に必要事
項を記入の上、次のいずれかに提出してください。 
　①ＪＡあぶらんど萩各支所、及び出張所　②役場経済
課、及び各支所　③㈲ドリームファーム阿武（ＤＦＡ） 

４．提出期限　平成20年8月20日（水） 
　※作業などの日程の調整がありますので期日までにお
　　申し込みください 
５．問い合わせ先　 
　阿武町農業公社（役場経済課内）☎2－3114

奈
　
古
 

福
　
賀
 

宇
田
郷
 

水田放牧に取り組んでみませんか ～安全安心のために～ 
土づくりと、コンバイン刈り取り作業 

請け負います 

「新たな“森林づくり”」・やまぐち森林づくり県民税関連事業 
森林の手入れにお困りの方はご相談ください！
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　山口県では、暮らしの各分野において、高いレベルでバラ
ンスのとれた住み良さを創造し、県民の誰もが、「山口県に
生まれ、育ち、住んでよかった」と心から実感できる「住み
良さ日本一」の県づくりを進めています。この「住み良さ日
本一の県づくり」を県民総参加の下で進めていくため、ポス
ター及び写真を募集します。 
●主催　住み良さ日本一の県づくり推進会議、山口県 
●募集作品 
（１）ポスター 
　①テ ー マ　めざそう住み良さ日本一 
　②応募資格　県内居住の小学生、中学生、高校生及び中等
　　　　　　　教育学校生 
　③募集締切　9月12日（金）（必着） 
（２）写　真 
　①テ ー マ　元気で輝いている山口県民の姿 
　②応募資格　県内居住の方 
　③募集締切　9月12日（金）（必着） 
●入選作品の決定・表彰　ポスターについては、最優秀（１
点）、優秀及び佳作（小学生、中学生、高校生の区分ごと
に若干点）、写真については、最優秀（１点）、優秀及び佳
作（高校生以上、中学生以下の区分ごとに若干点）を決定
の上、賞状及び記念品を贈呈します。 
●応募及びお問合わせ先　〒753-8501 山口市滝町１-１ 
　山口県総合政策部政策企画課政策班 
　☎083-933-2516　FAX083-933-2088 
　Eメール　a10000@pref.yamaguchi.lg.jp

売買などの取引・証明 
に使用する計量器の 
定期検査を8月に実施 
　計量法では、売買などの取引や業
務上の証明行為に使用される計量器
の精度を確保するため使用者に定期
的に検査を受けることを義務づけて
います。 
　なお、定期検査を受けない計量器
を取引、証明に使用すると50万円
以下の罰金に処せられます。 
●日時・場所　8月7日（木） 
　役場福賀支所 
　　午前９時～午前10時 
　役場宇田郷支所 
　　午前11時～午前11時30分 
　役場本庁 
　　午後１時～午後３時 
●持参するもの　清掃した「はかり」 
　　　　　　　　検査手数料 
●問い合わせ先 
　社団法人山口県計量振興協会 
　（☎083－986－2591）または 
　役場経済課商工水産係 
　（☎2－3114)

「住み良さ日本一の山口県」をめざす 
ポスター・フォトコンテスト作品募集について 
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。 

物
産
直
売
所
の
4
人
が
 

　
　
食
品
衛
生
で
表
彰
 

平
成
２０
年
度
就
学
義
務
 

猶
予
免
除
者
等
の
中
学
 

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
 

の
実
施
に
つ
い
て
 

 

めざましごはんめざましごはん
朝９時までに食べる→１日シャキッ! 中 国 四 国 農 政 局  

山 口 農 政 事 務 所  
☎083-922-7926

いい1日は、朝ご飯から。 
勉強や仕事の活力は、 
朝に食べる一杯のごはんから!



      

▼
日
時
　
９
月
１３
日（
土
）　
午
前
９

　
時
〜 

▼
場
所
　
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基

　
地 

▼
内
容
　
体
験
搭
乗（
※
注
１
）、
航

　
空
機
展
示
、フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ
ル
、

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
な
ど 

※
注
１
　
体
験
搭
乗
は
、
中
学
生
以

上（
保
護
者
同
伴
で
小
学
生
も
可
）

が
対
象
で
搭
乗
券
が
必
要
。
搭
乗

券
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
２
人
ま
で
の

希
望
人
数
及
び
希
望
機
種
（
飛
行

艇
ま
た
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）
を
記

入
し
、
〒
７
４
０
―
８
５
５
５
　

体
験
搭
乗
係
宛
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。（
８
月
２７
日
必
着
・
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
海
上
自
衛
隊
岩

　
国
航
空
基
地
広
報
室 

　
☎
０
８
２
７
―
２２
―
３
１
８
１ 

          

県
・
市
町
離
職
者
緊
急
対
策
資
金 

　
会
社
の
倒
産
や
事
業
の
不
振
な
ど

に
よ
り
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

方
の
生
活
資
金
な
ど
を
貸
し
付
け
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

▼
貸
付
対
象
者
　
①
県
内
に
１
年
以

上
居
住
す
る
方
②
離
職
時
の
事
業

所
に
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
た
方

③
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
勤
労

者
で
離
職
後
１
年
以
内
の
方
④
借

入
申
込
時
、現
に
離
職
し
て
お
り
、

か
つ
、
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い

て
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
方

（
注
）
確
認
書
類
と
し
て
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
等
の
証
明
書
が

必
要
で
す
。 

▼
貸
金
使
途
　
大
学
教
育
資
金
、
住

宅
資
金
償
還
金
、
冠
婚
葬
祭
・
療

養
資
金
、
災
害
資
金
、
一
般
生
活

資
金 

▼
貸
付
限
度
額
　
７０
〜
１
５
０
万
円 

▼
償
還
期
間
　
３
〜
６
年
以
内 

▼
貸
付
利
率
　
年
１
・
０
％ 

▼
保
証
人
等
　
連
帯
保
証
人
１
人 

（
社
）日
本
労
働
者
信
用
基
金
協
会

の
債
務
保
証
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。 

▼
申
し
込
み
先
　
中
国
労
働
金
庫 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
阿
武
町
経
済
課

　
☎
２
―
３
１
１
４ 

　
県
労
働
政
策
課
　
☎
０
８
３
―
９

　
３
３
―
３
２
１
０ 

　
県
内
の
中
国
労
働
金
庫
各
支
店 

     

燃
料
価
格
上
昇
の
影
響
を
受
け
て

お
ら
れ
る
農
業
者
の
皆
さ
ん
の
、
省

エ
ネ
化
の
取
組
み
を
資
金
面
か
ら
支

援
す
る
た
め
「
燃
料
高
騰
対
策
支
援

資
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。 

▼
ご
利
用
出
来
る
方
　
燃
料
使
用
量

の
１０
％
以
上
の
低
減
を
含
む
経
営

合
理
化
に
取
り
組
む
農
業
者 

▼
資
金
の
使
い
み
ち
　
燃
料
高
騰
に

対
し
て
省
エ
ネ
化
を
図
る
た
め
必

要
な
設
備
及
び
資
材
費 

▼
融
資
条
件
　
経
営
合
理
化
計
画
が

必
要 

▼
貸
付
限
度
額
　
５
０
０
万
円 

▼
貸
付
利
率
　
年
１
・
０
％ 

▼
償
還
期
間
　
７
年
以
内 

▼
融
資
機
関
　
農
協
な
ど
の
民
間
金

融
機
関 

▼
実
施
出
来
る
期
間 

　
平
成
２１
年
３
月
３１
日
ま
で 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
経
済
課
　
☎
２
―
３
１
１
４ 

　
県
農
林
事
務
所
、
農
協
な
ど
金
融

機
関 
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休日当番医

お し ら せ 

８月１０日（日） 

８月１７日（日） 

８月３日（日） 

７月２０日（日） 

７月２７日（日） 

７月２１日（月） 

緊急の場合は１１９番 

女
と
男
の
一
行
詩 

子
育
て
の
　
子
か
ら
学
ん
で
　
パ
パ
育
ち 

ひ
と 

ひ
と 

飛
行
艇
、ヘ
リ
体
験
搭
乗
も
 

海
上
自
衛
隊
 

　
　
岩
国
航
空
基
地
祭
 

夏
の
催
し

離
職
さ
れ
た
方
の
 

　
生
活
安
定
の
た
め
に
 

貸
付
・
支
給

農
業
者
の
方
に
 

燃
料
高
騰
対
策
支
援
資
金
 

まちの笑顔(^o^)

笑
顔
の
国
際
交
流
 

伊
藤
米
子
さ
ん
（
下
東
郷
）
 

テ
レ
さ
ん
（
メ
キ
シ
コ
）
 

広島国税局 
不正ガソリン110番 

こんなときには不正ガソリン110番!!
○給油の時に変なニオイがした 
○給油後、車の調子がおかしい… 
　・エンジンがかかりにくくなった 
　・排気ガスの色やニオイがおかしい 
　・ノッキングするようになった 
　・加速性、馬力、燃費が悪くなった 
○ガソリンに何かを混ぜて販売している 

0120-283-110
不正ガソリンとは、正
規のガソリンにガソリ
ン以外のもの（灯油な
ど）を混ぜたもので、
車に悪影響があるばか
りではなく、揮発油税
の脱税行為になるおそ
れがあります。 

広島国税局　課税第二部　消費税課 

携帯・PHS OK



みどり保育園親子交歓会　9:00【清ヶ浜海水浴場】 
阿武町コミュニティーづくり講演会　13:00【町民センター】 
夏季軟式野球大会　8:00【町民グラウンド】 
福賀高齢者教室　10:00【のうそんセンター】 
福賀救命講習会　19:00【のうそんセンター】 
阿武町地域福祉運営協議会　13:30【役場１階会議室】 
宇田郷寿齢大学　9:30【ふれあいセンター】 
言葉の交流会　10:00【町民センター】 
ひよこクラブ【みどり保育園】 
地域交流（ソーメン流し）11:00【みどり保育園（分園）】 
こども会坐禅教室　10:00【大覚寺】 
福賀団体親睦グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】 
赤十字救急法基礎講習会・救急員養成講習会（～27日）9:00【ふれあいセンター】 
母親クラブ研修会　9:30【町民センター】 
第１５回なご夏まつり（～２７日）【奈古漁協周辺】 
宇田小学校体育館一斉清掃 
第１５回なご夏まつり日本海イカダ大会　9:30【鹿島湾】 
宇田郷地区男性料理教室　9:30【ふれあいセンター】 
議会運営委員会　13:00【第一委員会室】 
町議会臨時会　15:30【議場】 
こどもわくわく体験交流会　9:30【町民センター】 
避難訓練・交通安全指導【みどり保育園（本園・分園）】 
宇田郷四季グラウンドゴルフ大会　19:30【宇田小グラウンド】 
山口県日本海海区漁業調整委員会委員一般選挙　8:30【阿武町内】 
健康相談（宇田郷）9:30【ふれあいセンター】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
2008年山口県総合防災訓練in阿武実行委員会 13:30【第一会議室】 
奈古メンズキッチン８月講座 9:00【町民センター】 
デイケア「青空会」9:00  
山口県知事選挙　7:00～ 
健康相談（奈古）9:30【母子健康センター】 
にわとりクラブ　10:00【母子健康センター】 
奈古地区ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
奈古寿齢大学７月講座　9:10【町民センター】 
健康相談（福賀）9:00【のうそんセンター】 
福賀地区ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】 
乳幼児健診（奈古・宇田郷）13:00【母子健康センター】 
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】 
鳴き砂復活隊・清ケ浜清掃（ＫＲＹ応援）9:00【清ケ浜】 
CIEE海外学生ボランティア来町（～22日）【 町内】 
宇田盆踊り大会 
奈古地区公民分館対抗ソフトボール大会　7:30【阿武町民グラウンド他】 
宇田郷分館対抗ソフトボール・ソフトバレーボール大会 
奈古地区納涼盆踊り大会　20:00【道の駅温水プール横芝生広場】 
糖尿病教室「さくら会」　9:00【町民センター】 
太極拳教室　14:00【町民センター】 
にわとりクラブ　10:00【ほっとハウスみどり】 
奈古地区ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
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阿武町の人口と世帯数 （６月末） 

（　）内数字は対前月比 

区　分 

奈　古 

福　賀 

宇田郷 

合　計 

人　口 

2,549（ 1 ） 

　768（－ 2） 

　731（ 0 ） 

4,048（－ 1） 

 

世帯数 

　974（ 0 ） 

　325（－ 1） 

　327（ 0 ） 

1,626（－ 1） 

 

町の異動 

転入　 7 

転出　 5 

出生　 1 

死亡　 4

６月の交通事故 

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損 
事故 

96 
（101） 
4 
（3） 

25 
（24） 
2 
（1） 

0 
（0） 
0 
（0） 

2 
（1） 

21 
（22） 

負傷者 死者 

人　身　事　故 

件数 
萩警察署管内で 
起こった事故 
うち阿武町内で 
起こった事故 

女
と
男
の
一
行
詩 

ス
テ
キ
で
す
。
わ
が
家
の
パ
パ
は
サ
ン
カ
ク
王
子 

ひ
と 

ひ
と 

［材料４人分］
ぎょうざの皮30枚、好福菜200g、白菜300g、
豚ひき肉100g、にら22g、にんにく1／2かけ、
生姜５g、塩2.5g、こしょう３ふり、しょうゆ
10cc、ごま油５cc、赤みそ10g、片栗粉７g、油
適量、ぎょうざのたれ適量、 塩（野菜用）５g
［作り方］
①好福菜、白菜はみじん切りにして塩をふり、
よくもむ。しんなりしたら、流水で塩を抜き、
しっかりと水切りする。
②にらはみじん切りにして、にんにく、生姜は
すりおろす。
③ボウルに豚ひき肉、にんにく、生姜と塩、こ
しょう、しょうゆ、ごま油、赤みそを入れて
粘りが出るまでこねる。粘りが出たら、にら
と①の野菜を入れて混ぜて最後に片栗粉を入
れて混ぜる。
④ぎょうざの皮に③を包んで、皮のはしに水を
つけて皮が離れないようにひだをつけながら
包んでいく。
⑤フライパンに油をひいて④を入れる。表面に
焦げ目がついたらぎょうざの半分がつかるく
らいの水を入れて、ふたをして蒸し焼きにす
る。
⑥ぎょうざをお皿に盛りつけて、ぎょうざのた
れをつける。

阿武町役場民生課栄養士　石川佳子さん

好福ぎょうざ

旬
の
一品
の時間です

よ

町内の求人情報 ７月１２日現在 7月分 

会　社　名 
株式会社 
リング 

求人数 

1人 

年齢 

不問 

賃　　　金 
170,000円～ 
190,000円　 

 

業　　　種 

工場内作業員 

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。） 

●問い合わせ先　ハローワーク萩・萩公共職業安定所 
　　　　　　　　☎0838－22－0714

 
 

   

　
１８
歳
未
満
の
人
を
ア
ル
バ
イ
ト
等

で
雇
う
場
合
、
労
働
基
準
法
に
よ
り 

①
労
働
条
件
通
知
書
の
交
付
義
務 

②
１
日
６
５
７
円
以
上
の
賃
金 

③
残
業
・
休
日
出
勤
の
禁
止 

④
深
夜
労
働
の
禁
止 

⑤
危
険
有
害
業
務
へ
の
禁
止 

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
萩
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
３
８
―
２２
―
０
７
５
０
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

 

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定 
７／２０～８／２０ 

7
月
 

8
月
 

 
20 
 
 
22 
 
23 
24 
 
 
25 
 
 
26 
 
27  
 
29 
 
30 
 
31 
 
 
 
1  
 
3 
4 
 
6 
 
7 
 
8 
 10 
11 
14 
 
15 
 
19 
 
20

 
日 
 
 
火 
 
水 
木 
 
 
金 
 
 
土 
 
日 
  
火 
 
水 
 
木 
 
 
 
金 
  
日 
月 
 
水 
 
木 
 
金  
日 
月 
木 
 
金 
 
火 
 
水 

中
高
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
 

使
用
す
る
事
業
所
の
方
へ
 



俳
　
句

雨
上
が
り
夕
虹
の
も
と
水
廻
り 

藪
蚊
め
が
婆
の
手
逃
れ
孫
刺
し
ぬ 

沖
の
灯
を
こ
の
手
に
受
け
て
夏
浅
し 

晩
学
の
辞
書
は
放
せ
ぬ
梅
雨
の
曇 

初
夏
の
野
を
佛
は
移
動
大
改
修 

籐
椅
子
で
舟
こ
ぐ
人
や
夢
遙
か 

六
月
の
声
透
け
て
来
る
子
等
の
列 

冷
奴
手
の
ひ
ら
に
透
く
生
命
線 

万
緑
や
ひ
ね
も
す
唸
る
草
刈
機 

早
苗
田
に
今
年
も
助
っ
人
白
い
脛 

燕
の
子
よ
り
も
丸
き
目
赤
帽
子 

休
耕
田
趣
味
の
広
が
る
花
菖
蒲 

ど
こ
か
ら
も
見
え
る
灯
台
髪
洗
う 

紫
陽
花
や
背
戸
の
お
山
は
母
の
山 

ほ
お
た
る
の
寄
り
添
う
闇
の
深
さ
か
な 

水
平
線
と
け
て
し
ま
い
ぬ
梅
雨
の
海 

梅
雨
冷
や
聞
き
役
も
い
て
女
の
輪 

生
か
さ
れ
て
命
ふ
く
ら
む
柿
若
葉 

新
し
き
出
合
の
予
感
春
の
せ
み 

新
し
き
風
生
ま
れ
来
て
螢
と
ぶ 

濃
紫
陽
花
風
音
ば
か
り
深
い
闇 

で
で
虫
や
鴉
は
屋
根
の
て
っ
ぺ
ん
に 

紫
陽
花
の
大
き
く
は
み
出
す
子
の
ハ
ガ
キ 

夏
霧
の
つ
つ
む
一
村
黙
し
け
り 

二
つ
三
つ
親
待
つ
つ
ば
め
の
頭
か
ず 

田
中
　
文
笠（
森
見
藤
） 

小
野
　
一
雄（
下
　
郷
） 

米
原
　
敏
男（
筒
　
尾
） 

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
） 

水
津
　
英
水（
木
　
与
） 

河
原
　
和
子（
上
　
郷
） 

田
中
　
か
め（
西
の
３
） 

金
子
　
幸
江（
　
市
　
） 

佐
々
岡
美
保（
中
　
村
） 

原
　
　
清
穂（
伊
　
豆
） 

柳
井
　
惠
子（
平
　
原
） 

林
　
　
弘
子（
浜
の
１
） 

橋
本
多
華
子（
元
　
浦
） 

斎
藤
　
孝
子（
今
　
浦
） 

大
倉
　
淑
子（
上
　
万
） 

梅
地
　
眞
代（
東
　
方
） 

池
田
　
幸
枝（
上
　
片
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No.55

　町内の写真やカメラの愛好家があぶフォト
倶楽部を立ち上げました。活動は月1回の月
例会を行い、テーマに沿った写真を持ちより
優秀作品を選び出したり、楽しく自由に撮影
技術を磨き、仲間づくりをします。「下手の
横好き？の方」を大歓迎します。

　ふるさと納税（寄附金）とは、自分が育ったり、関わりが深
い地域を応援したいという気持を形にするしくみです。
　ふるさと振興基金へ積み立て、自然・文化・地域のために
活用させていただきます。７月14日現在で、３件11万円の
寄附がありました。
●堀山正夫さん（神奈川県在住）〔惣郷出身〕【５万円】
●中村良裕さん（愛 知 県在住）〔奈古出身〕【５万円】
●山本慶市さん（下 関 市在住）〔福賀出身〕【１万円】

  ※他に申し込み２件あり
　堀山さん（57歳）は、厚木基地で有名な神奈川県綾瀬市の
市役所の職員。「小学生のころ惣郷鉄橋の周辺の海や川でカ
ニや魚を捕ってよく遊びました。小学校４年生までの惣郷分
校ではクラスの同級生は12人でしたが、５年生から宇田の
本校へ行ったときは同級生が60人になりビックリしました」
と思い出を語られ、「阿武町には昔と同じ自然や景色が今も残
っています。単独町でも頑張ってください」と応援メッセー
ジをいただきました。  ※本人の了承を得たもののみ掲載しています。

◆お問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局
　役場総務課企画広報係　☎２－３１１１

道の駅発祥交流館 ギャラリー展示作品募集
　道の駅発祥交流館インフォメーションギャ
ラリーでは、展示作品を募集します。写真、
俳句、俳画など力作、自信作を募集します。
◆お問い合わせ
　道の駅阿武町発祥交流館　☎２－０３５５

 

あぶフォト倶楽部
出品作品は道の駅発祥交流館
ギャラリーに展示しています。

タイトル
「飯谷・ホタル」
出羽直之（萩市）

タイトル「よさこい・
益田蟠竜おどり隊」　
西村耕史（中村）

６月の優秀作品

花　爛　漫 
町内の初夏の花スポット紹介します。
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藤
村
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畑
）

希少品種あじさい
（七段花）
大倉淑子さん（上万）

 

ふるさと納税ありがとうございます
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